
【
解
説
】

一

架
蔵
の『
西
国
三
拾
三
所
由
来
』（
元
治
元
年〈
一
八
六
四
〉

写
本
）
一
冊
に
つ
い
て
、
簡
単
な
解
説
と
と
も
に
、
翻
刻
を

付
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
『
西
国
三
拾
三
所

由
来
』
は
、
す
で
に
本
誌
、「
言
語
と
文
化
」
第
二
十
六
号

（
文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
付
属
言
語
文
化
研
究

所
、
二
〇
一
四
年
三
月
十
五
日
刊
）
の
拙
稿
「『
西
国
順
礼

大
縁
記
』
に
つ
い
て
」
の
解
説
の
注
（
７
）
で
触
れ
た
も
の

で
あ
る
。

ま
ず
、
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

江
戸
末
期
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
月
の
写
本

一
冊
。
料
紙
は
楮
紙
。
縦
二
十
四
・
三
糎
、
横
十
六
・
七

糎
。
表
紙
・
裏
表
紙
と
も
本
文
共
紙
。
袋
綴
。
仮
綴
。

全
四
十
一
丁
（
表
紙
・
裏
表
紙
を
含
む
）。
墨
付
本
文

三
十
九
丁
。
本
文
は
毎
半
葉
六
行
。
端
正
な
筆
跡
の
漢

字
、
平
仮
名
交
り
文
（
一
部
片
仮
名
も
あ
る
）。
漢
字

に
は
大
半
平
仮
名
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は

表
紙
（
一
丁
オ
）
中
央
に
打
ち
付
け
書
き
で
、「
西
國

三
拾
三
所
由
来
」
と
大
書
す
る
。

な
お
、
裏
表
紙
（
四
十
一
丁
オ
）
の
奥
書
に
「
元
治
元
甲

子
歳
／
四
月
吉
祥
日
寫
」「
中
原
氏
／
所
持
」
と
あ
る
の
で
、

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
月
の
写
本
で
、
当
初
の
所
持
者

は
「
中
原
氏
」
を
名
乗
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
裏
表
紙

（
四
十
一
丁
ウ
）
に
は
「
京
衣
棚
夷
川
上
ル
町
／
井
筒
屋
吉

『
西
国
三
拾
三
所
由
来
』
に
つ
い
て
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右
衛
門
／
所
藏
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
井
筒
屋
吉
右
衛
門
な

る
者
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
成
立
、
及
び
起

源
伝
承
に
つ
い
て
記
す
文
献
資
料
、
書
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、

前
稿
で
一
通
り
述
べ
て
お
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
に
従

う
。
近
世
後
期
に
入
っ
て
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
、

ま
た
は
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
図
会
な
ど
霊
場
記
類
の

冒
頭
に
、
西
国
三
十
三
所
の
起
源
、
由
来
が
簡
略
に
記
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
部
分
を
独
立
さ
せ
て
、
あ
ら
た
め

て
一
冊
本
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
の
が
、
前
稿
で
取
り

上
げ
た
『
西
国
順
礼
大
縁
記
』
で
あ
り
、
ま
た
本
書
な
の
で

あ
る
。
一
冊
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
前
稿
で
も
示
し
た
通
り
、
数
点
が
翻
刻
、
紹

介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

二

次
に
、
本
書
の
梗
概
を
要
約
し
て
以
下
に
記
す
。

①　

そ
も
そ
も
、
西
国
三
十
三
所
観
音
を
廻
る
こ
と
を
順

礼
と
い
う
。
こ
の
順
礼
の
根
元
は
、
紀
州
熊
野
権
現

が
旅
僧
と
現
じ
て
、
人
王
六
十
五
代
花
山
院
と
同
行

し
て
、
西
国
三
十
三
所
を
順
礼
し
て
廻
っ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。

②　

そ
の
昔
、
焰
魔
大
王
が
冥
土
で
金
泥
の
御
経
一
万
部

の
供
養
の
導
師
と
し
て
、
書
写
山
の
開
山
性
空
上
人

を
招
い
た
。
そ
の
時
、
大
和
国
長
谷
寺
の
開
山
德
道

上
人
も
共
に
供
養
を
行
っ
た
。

③　

焰
魔
大
王
は
そ
の
布
施
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
宝
物

を
授
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
上
人
方
々
は
七
珍
万

宝
の
品
々
は
無
益
で
あ
り
、
末
世
の
衆
生
を
救
済
す

る
こ
と
が
望
み
で
あ
る
と
申
し
上
げ
る
。
す
る
と
、

焰
魔
大
王
は
、
日
本
に
は
生
身
の
観
世
音
の
霊
仏
が

三
十
三
躰
あ
り
、
そ
れ
を
一
度
参
詣
す
る
者
は
、
十

悪
五
逆
の
罪
・
咎
を
作
っ
た
者
で
も
地
獄
に
落
ち
ず
、

一
家
一
門
、
現
在
の
親
類
、
七
世
の
父
母
ま
で
も
成

仏
す
る
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
順

礼
日
記
を
与
え
る
と
告
げ
る
。
上
人
方
々
は
衆
生
救

済
の
た
め
、
日
記
文
を
賜
り
た
い
旨
申
し
上
げ
る
と
、

焰
魔
大
王
は
起
證
（
請
カ
）
文
と
名
石
（
跡
カ
）
の
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札
と
を
授
け
る
。

④　

そ
の
文
に
は
、
日
本
に
生
身
の
観
世
音
が
三
十
三
躰

あ
る
こ
と
、
西
国
順
礼
を
一
度
し
た
者
は
十
悪
五
逆

の
罪
を
作
っ
た
者
で
も
地
獄
に
落
ち
ず
、
極
楽
往
生

で
き
る
こ
と
、
こ
れ
に
相
違
し
た
場
合
は
、
焰
魔
大

王
が
自
ら
地
獄
に
落
つ
べ
き
こ
と
、
毎
月
観
世
音
に

参
詣
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
西
国
札
所
の
箇
所
書
き

等
が
記
さ
れ
て
い
た
。

⑤　

上
人
方
々
は
こ
の
起
證
文
と
名
石
の
札
と
を
受
け
取

り
、
わ
が
朝
に
持
ち
帰
っ
て
奏
聞
し
た
が
、
そ
の
折

は
西
国
順
礼
を
弘
め
る
時
機
で
は
な
い
と
し
て
、
摂

津
国
中
山
寺
の
太
子
御
影
堂
に
こ
れ
を
納
め
置
い
た
。

⑥　

そ
の
後
、
花
山
院
は
十
七
歳
で
即
位
し
、
十
九
歳
で

西
国
順
礼
を
思
い
立
つ
。
そ
の
師
匠
を
誰
に
す
べ
き

か
公
卿
・
大
臣
に
尋
ね
、
勅
使
を
熊
野
権
現
に
遣
わ

す
こ
と
に
な
る
。
勅
使
が
熊
野
権
現
に
祈
念
し
た
と

こ
ろ
、
帰
京
の
道
中
で
仏
眼
上
人
と
い
う
尊
い
僧
と

出
会
う
で
あ
ろ
う
と
の
夢
告
を
受
け
る
。
勅
使
は
帰

途
、
仏
眼
上
人
と
出
会
い
、
内
裏
に
同
道
す
る
。
花

山
院
は
仏
眼
上
人
を
戒
師
と
し
て
落
飾
。
法
名
を
入

覚
と
名
乗
っ
た
。

⑦　

花
山
法
王
は
そ
の
布
施
と
し
て
、
仏
眼
上
人
に
七
珍

万
宝
を
授
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
上
人
は
衆
生
救

済
が
望
み
で
あ
る
と
申
し
上
げ
る
。
そ
し
て
、
仏
果

を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
西
国
三
十
三
所
順
礼
を

す
べ
き
で
あ
る
と
勧
め
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
は

生
身
の
観
世
音
の
霊
仏
が
三
十
三
躰
あ
り
、
こ
れ
を

順
礼
す
れ
ば
地
獄
に
落
ち
ず
、
極
楽
に
往
生
す
る
と

の
こ
と
で
、
焰
魔
大
王
が
授
け
た
名
石
の
札
、
起
證

文
、
参
詣
日
、
順
礼
箇
所
等
の
記
文
が
、
摂
津
国
中

山
寺
の
太
子
の
御
影
堂
に
納
め
置
か
れ
て
い
る
こ
と

を
教
え
る
。
花
山
法
王
は
勅
使
を
中
山
寺
に
派
遣
し
、

中
山
寺
の
開
山
凉
忠
上
人
と
能
判
法
印
、
弁
空
法
印

の
三
人
が
太
子
堂
を
開
い
て
、
順
礼
日
記
、
起
證
文

を
取
り
出
し
て
勅
使
に
渡
し
た
。
勅
使
は
仏
眼
上
人

と
同
道
し
て
内
裏
に
持
参
し
、
法
王
は
こ
れ
を
御
覧

に
な
っ
た
。
そ
の
文
に
は
、
三
十
三
所
の
国
別
と
箇

所
数
が
記
さ
れ
て
い
た（
１
）。
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⑧　

札
所
一
ヵ
所
七
日
間
参
籠
す
る
こ
と
と
し
て
、
花
山

法
王
は
仏
眼
上
人
を
先
達
と
し
て
、
西
国
順
礼
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
の
同
行
は
、
冥
士
、
わ
が
朝

の
神
仏
等
合
わ
せ
て
十
三
名（
２
）で

あ
っ
た
。
こ
の
十
三

名
が
同
行
し
て
、
西
国
順
礼
が
開
始
さ
れ
る
。
順
礼

の
納
札
は
仏
眼
上
人
が
記
し
、寛
和
元
年
（
九
八
五
）

三
月
十
五
日
に
都
を
出
立
し
て
那
智
に
到
着
、
札
打

ち
始
め
、
一
ヵ
所
七
日
ず
つ
参
籠
し
て
、
翌
年
六
月

一
日
、
美
濃
国
谷
汲
山
で
札
を
打
ち
納
め
た
。

⑨　

順
礼
の
広
德
と
し
て
は
、
仏
眼
上
人
の
申
し
上
げ
る

に
は
、
十
ヵ
条
の
功
徳
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
十
ヵ

条
を
逐
一
詳
し
く
記
す
。

⑩　

順
礼
し
た
者
の
家
に
は
、
天
照
太
神
宮
、
熊
野
大
権

現
、
浄
土
の
観
世
音
が
影
向
す
る
こ
と
、
谷
汲
山
よ

り
富
士
禅
定
す
べ
き
こ
と
、
更
に
、
西
国
順
礼
し
た

者
は
、
現
世
の
親
の
み
な
ら
ず
、
七
世
の
父
母
ま
で

が
成
仏
す
る
こ
と
、
熊
野
権
現
の
御
誓
願
に
よ
れ
ば
、

熊
野
に
三
十
三
度
参
詣
す
る
よ
り
も
功
徳
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
記
す
。

⑪　

仏
眼
上
人
は
順
礼
の
広
德
を
法
王
に
語
り
終
え
る
と
、

熊
野
に
参
詣
す
る
と
申
し
上
げ
て
消
え
失
せ
る
。
法

王
は
悲
し
ん
で
、
熊
野
に
参
っ
て
仏
眼
上
人
に
再
度

会
い
た
い
旨
を
祈
念
す
る
。

⑫　

満
願
の
夜
半
に
、
神
前
の
戸
が
開
き
、
位
高
い
声
で
、

仏
眼
上
人
と
は
わ
が
身
、
す
な
わ
ち
熊
野
権
現
で
あ

る
と
告
げ
る
。
法
王
は
感
涙
の
あ
ま
り
、
那
智
に
千

日
籠
り
、
そ
の
後
、
西
国
三
十
三
度
廻
り
を
思
い
立

つ
が
、
年
齢
を
考
慮
し
て
、
ひ
と
ま
ず
都
に
帰
っ
た
。

⑬　

帰
京
の
後
、
京
都
の
東
南
の
地
を
選
定
し
て
、
紀
州

熊
野
権
現
を
勧
請
し
、
諸
堂
を
建
立
す
る
。
こ
れ
を

今
熊
野
と
い
う（
３
）。
西
国
順
礼
札
所
十
五
番
で
あ
る
。

⑭　

前
文
の
要
旨
を
記
す
。
花
山
院
法
王
は
熊
野
権
現
の

再
誕
と
も
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
眼
上
人
は

熊
野
権
現
で
あ
る
こ
と
。
最
初
の
順
礼
に
は
冥
土
、

わ
が
朝
の
神
仏
等
が
同
行
し
て
成
さ
れ
た
こ
と
。
こ

の
縁
記
を
聞
く
者
は
西
国
三
十
三
所
順
礼
を
一
度
し

た
こ
と
に
な
る
こ
と
、
罪
科
を
滅
し
て
仏
果
の
縁
と

な
る
こ
と
、
ま
た
、
熊
野
権
現
が
仏
眼
上
人
と
現
じ
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て
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
を
疑
う
者
は
、
今
の
世
で
災
難

に
会
い
、
来
世
で
は
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
、
こ
れ
は

熊
野
権
現
の
御
託
宜
な
の
で
、
決
し
て
疑
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
、
な
ど
を
記
す
。

⑮　

南
無
熊
野
那
智
山
清
浄
殿
大
菩
薩
。

　
　

大
権
現
宝
前
の
歌
、
権
現
の
御
詠
歌
一
首
を
記
す
。

⑯　

そ
の
後
、
人
王
七
十
七
代
後
白
河
法
王
は
世
の
無
常

を
感
じ
、
譲
位
さ
れ
た
後
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
す
る
。

そ
の
時
、
一
人
の
僧
と
出
会
い
、
落
飾
す
る
。
法
名

を
付
け
て
も
ら
い
た
い
旨
願
う
と
、
僧
は
那
智
山
に

参
拝
せ
よ
と
告
げ
て
消
え
失
せ
る
。
こ
れ
は
天
照
太

神
が
現
れ
た
も
の
で
、
法
王
は
あ
り
が
た
く
思
し
召

し
、
那
智
山
に
千
日
参
籠
す
る
。
満
願
の
時
、
権
現

が
現
れ
、
法
王
の
志
が
深
い
の
で
、
髪
を
剃
っ
た
と

告
げ
る
。
法
王
の
歌
一
首
と
権
現
の
歌
一
首
を
記
す
。

⑰　

法
王
は
権
現
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
衆
生
を
救
済
す

べ
き
か
を
尋
ね
る
と
、
権
現
は
西
国
三
十
三
所
順
礼

が
功
徳
広
大
無
辺
で
あ
る
と
告
げ
る
。
そ
れ
故
、
西

国
順
礼
の
こ
と
を
万
民
に
伝
え
、
西
国
順
礼
の
人
々

が
大
勢
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

⑱　

右
の
通
り
の
こ
と
を
疑
わ
ず
、
観
音
を
信
心
す
れ
ば
、

広
徳
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
、
決
し
て
疑
っ
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
信
心
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

自
分
に
応
じ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

⑲　

花
山
院
法
王
の
御
廟
所
の
事
。

　
　

花
山
院
法
王
が
西
国
順
礼
の
後
、
津
の
国
中
山
寺
と

清
水
寺
の
間
が
遠
距
離
で
、
不
便
で
あ
る
こ
と
を
思

わ
れ
て
、
そ
の
間
の
上
田
の
宿
よ
り
五
十
里
北
、
尼

寺
村
を
登
っ
た
山
上
に
一
宇
を
建
立
し
て
、
こ
こ
に

籠
ら
れ
た
。
こ
こ
は
女
官
達
が
同
道
で
き
な
い
場
所

な
の
で
、
そ
の
麓
に
一
宇
の
草
庵
を
建
て
て
、
女
官

達
は
そ
こ
に
籠
っ
て
尼
と
な
っ
た（
４
）。

そ
れ
故
、
そ
こ

を
尼
寺
村
と
い
う
の
で
あ
る
。
中
山
寺
と
清
水
寺
の

道
筋
の
真
ん
中
を
選
ん
で
、
花
山
法
王
自
ら
一
宇
を

建
立
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

⑳　

摂
津
国
有
馬
郡
尼
寺
村
、
東
光
山
菩
提
寺（
５
）。

　
　

右
の
所
は
今
に
至
る
ま
で
、
花
山
院
法
王
の
御
廟
所

で
あ
る
。
ま
た
、
御
陵
で
も
あ
る
。
こ
の
由
来
を
知
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る
人
は
少
な
い
。
こ
の
御
廟
所
を
参
詣
し
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
西
国
順
礼
の
元
祖
は
花
山

院
法
王
な
の
で
、
な
お
更
、
拝
参
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
ら
せ
る
た
め
に
こ

こ
に
記
す
。

以
上
、
大
変
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
の
梗
概
を

①
～
⑳
に
ま
と
め
て
み
た
。
次
に
本
書
の
特
色
を
記
す
こ
と

に
す
る
。

三

①
は
本
書
の
大
意
で
、
西
国
三
十
三
所
観
音
順
礼
は
熊
野

権
現
が
現
じ
た
旅
僧
（
仏
眼
上
人
）
と
花
山
法
王
が
同
行
し

て
始
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
②
以
下
⑫
ま
で
は
、
お
お
む

ね
前
稿
の
『
西
国
順
礼
大
縁
記
』
と
同
内
容
の
筋
の
展
開
で

あ
る
。
た
だ
し
、
花
山
院
の
戒
師
と
な
る
仏
眼
上
人
は
『
西

国
順
礼
大
縁
記
』
で
は
、
勅
使
が
河
内
国
石
川
郡
磯
長
里
、

上
宮
太
子
の
墓
所
（
磯
長
の
墓
）
に
派
遣
さ
れ
た
と
き
出

会
っ
た
、
眼
よ
り
金
色
の
光
を
放
つ
僧
で
あ
る
。
そ
の
他
の

文
献
、
書
物
で
も
同
様
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
⑥
で
は
、

仏
眼
上
人
は
熊
野
に
遣
わ
さ
れ
た
勅
使
が
、
熊
野
権
現
の
夢

告
を
受
け
て
、
京
へ
の
帰
途
に
出
会
う
尊
い
僧
で
、
熊
野
権

現
が
現
じ
た
僧
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
強
調

し
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
で
は
、
中
山
寺
の
開
山
凉
忠
上
人
と

能
判
法
印
、
弁
空
法
印
の
三
人
が
登
場
し
、
太
子
堂
を
開
い

て
、
順
礼
日
記
等
を
勅
使
に
渡
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
記
文

の
三
十
三
所
の
国
別
と
箇
所
数
を
明
記
し
て
い
る
点
な
ど
も
、

本
書
の
特
色
で
あ
る
。
⑧
で
は
、
花
山
院
法
王
が
仏
眼
上
人

を
先
達
と
し
て
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
三
月
十
五
日
に
西

国
三
十
三
所
順
礼
に
出
立
す
る
が
、
そ
の
時
、
冥
土
、
わ
が

朝
の
神
仏
等
十
三
名
が
同
行
し
た
と
し
、
そ
の
名
を
列
挙
し

て
い
る
。
こ
れ
も
本
書
の
特
色
と
い
っ
て
よ
い
。

続
い
て
、
⑬
で
は
、
花
山
院
法
王
は
京
の
東
南
の
地
を
選

定
し
て
紀
州
熊
野
権
現
を
勧
請
し
て
一
宇
を
建
立
、
今
熊
野

と
称
し
て
、
西
国
順
礼
十
五
番
札
所
と
し
た
こ
と
、
⑯
で

は
、
後
白
河
法
王
が
伊
勢
神
宮
参
詣
の
際
、
天
照
太
神
が
現

れ
、
那
智
山
に
参
籠
す
る
と
、
満
願
の
時
、
熊
野
権
現
が
現

れ
、
法
王
の
髪
を
剃
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
そ
し
て
、
西
国

三
十
三
所
順
礼
の
功
徳
広
大
を
万
民
に
伝
え
る
よ
う
に
な
っ
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た
と
す
る
。
⑲
で
は
、
花
山
院
の
御
廟
所
、
す
な
わ
ち
東
光

山
菩
提
寺
建
立
の
由
来
を
詳
し
く
述
べ
る
と
と
も
に
、
花
山

院
の
御
廟
所
、
御
陵
で
あ
る
こ
の
寺
に
参
詣
す
べ
き
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
点
な
ど
も
本
書
の
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

⑨
、
⑩
で
三
十
三
所
順
礼
の
功
徳
十
ヵ
条
を
掲
げ
た
り
、

順
礼
し
た
も
の
の
家
に
は
神
々
が
影
向
し
、
更
に
は
、
父
母

へ
の
報
恩
が
甚
大
で
あ
る
と
す
る
点
、
⑭
で
は
、
仏
眼
上
人

が
熊
野
権
現
が
現
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
こ
の
縁

記
を
聞
く
者
は
両
国
順
礼
を
一
度
し
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る

と
し
て
、
罪
科
を
滅
し
て
、
仏
果
の
縁
と
な
る
と
し
て
い
る

点
な
ど
は
前
稿
の
『
西
国
順
礼
大
縁
記
』
と
全
く
同
一
の
記

述
内
容
で
あ
る
。

『
西
国
順
礼
大
縁
記
』
は
平
仮
名
主
体
の
本
文
で
あ
り
、

音
読
を
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

霊
場
参
詣
、
巡
礼
の
い
わ
ゆ
る
〈
講
〉
組
織
の
仲
間
う
ち
で

書
き
記
さ
れ
、
読
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
本
書
は
端
正
な
筆
跡
の
漢
字
、
平
仮
名
交
じ
り

文
で
あ
り
、
ま
た
、
か
な
り
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、

〈
講
〉
組
織
の
中
で
作
成
さ
れ
、
講
読
さ
れ
た
り
、
巡
礼
の

道
中
に
携
行
し
て
読
ま
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、
本
書
は
や
や
小
ぶ
り
の
『
西
国
順
礼
御
詠
歌
』
一

冊
と
一
対
の
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
セ
ッ
ト
と
し
て
入
手
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
該
書
の
書
誌
を
簡
単
に

記
し
て
お
く
。

江
戸
末
期
の
写
本
一
冊
。
料
紙
は
楮
紙
。
縦

二
十
・
〇
糎
、
横
十
三
・
九
糎
。
表
紙
・
裏
表
紙
共
に
本

文
共
紙
。
袋
綴
。
仮
綴
。
全
十
九
丁
（
表
紙
・
裏
表
紙

を
含
む
）。
墨
付
本
文
十
七
丁
。
本
文
は
毎
半
葉
三
行
。

漢
字
、
平
仮
名
文
で
、
札
所
番
順
に
御
詠
歌
を
記
す
。

外
題
は
表
紙
（
一
オ
）
中
央
に
打
ち
付
け
書
き
で
「
西

國
順
禮
御
詠
歌
」
と
墨
書
す
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
書
の
翻
刻
は
省
略
し
た
。

（
注
）

（
１
）　

西
国
三
十
三
所
の
国
別
と
箇
所
数
に
つ
い
て
は
、
早

く
高
山
寺
古
文
書
「
観
音
卅
所
日
記
」
高
山
寺
資
料

叢
書
第
四
冊
『
高
山
寺
古
文
書
』
第
二
部
〈
東
京
大

学
出
版
会
〉
所
収
）、
及
び
醍
醐
寺
蔵
『
枝
葉
抄
』
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「
観
音
卅
三
所
」（
醍
醐
寺
資
料
叢
書
、
研
究
篇
〈
勉

誠
出
版
〉
所
収
）
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

花
山
院
法
王
、
円
融
院
法
王
を
始
め
と
し
て
、
善
光

寺
如
来
以
下
江
戸
期
に
信
仰
を
深
め
た
神
仏
、
そ
し

て
徳
道
上
人
、
性
空
上
人
、
最
後
に
、
熊
野
権
現
が

現
じ
た
仏
眼
上
人
の
十
三
名
を
記
す
。

（
３
）　

現
在
は
京
都
市
東
山
区
の
泉
涌
寺
の
一
院
と
な
っ
て

い
る
。
第
十
五
番
札
所
新
那
智
山
観
音
寺
（
今
熊
野

観
音
）
を
さ
す
。
近
く
に
は
、
後
白
河
院
が
熊
野
権

現
を
勧
請
し
た
新い
ま

熊
野
神
社
が
あ
り
、
観
音
寺
を
本

地
堂
と
し
た
。

（
４
）　

現
在
、
弘
徽
殿
女
御
の
五
輪
塔
を
中
心
に
、
そ
の
他

十
一
人
の
墓
石
（
十
二
尼
妃
の
墓
）
が
あ
る
。

（
５
）　

兵
庫
県
三
田
市
に
あ
る
番
外
札
所
、
東
光
山
花
山
院

菩
提
寺
を
さ
す
。
境
内
に
は
、
花
山
院
の
御
陵
と
し

て
の
供
養
塔
（
宝
篋
印
塔
）
が
あ
る
。

〔
付
記
〕　

本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
言
語
文
化
研
究
所
準
研

究
員
、
名
嘉
友
子
氏
の
助
力
を
得
た
こ
と
を
付
記

し
て
お
く
。
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表
紙
（
一
オ
）

表
紙
裏
（
一
ウ
）

本
文
冒
頭
（
二
オ
）
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裏
表
紙
（
四
十
一
ウ
）

『
西
国
順
礼
御
詠
歌
』
表
紙
（
一
オ
）

本
文
末
尾
（
四
十
ウ
）

裏
表
紙
（
四
十
一
オ
）
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【
翻
刻
】

一
、
本
文
及
び
ル
ビ
は
す
べ
て
原
文
通
り
と
し
た
。
字
体
は

通
行
字
体
と
し
、
旧
漢
字
、
新
漢
字
は
区
別
し
て
用
い

た
。

一
、
適
宜
、
段
落
を
設
け
、
句
読
点
を
施
し
た
。

一
、
会
話
部
分
、
心
中
思
惟
部
分
は
、
適
宜
「　

」
を
入
れ

た
。

一
、
丁
替
わ
り
、
表
・
裏
は
、
丁
数
、
オ
・
ウ
の
順
で
、
毎

半
丁
末
尾
に
、」（
二
オ
）、」（
二
十
一
ウ
）
の
如
く
示

し
た
。

一
、「
ツ
」「
ニ
」「
ハ
」「
ミ
」
は
片
仮
名
と
し
た
。

一
、
異
体
字
、
略
体
字
は
、「　

」
は
「
よ
り
」、「
ニ
而
」

は
「
ニ
て
」、「　

」「　

」
は
「
候
」、「　

」「　

」
は

「
被
」、「
广
」
は
「
魔
」、「
哥
」
は
「
歌
」、 「　

」
は

「
霊
」、「
〆
」
は
「
し
め
て
」
と
し
た
。

西
國
三
拾
三
所
由
来
（
中
央
）　　
　
　
　
　
　
　

」（
一
オ
）

（
白
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
一
ウ
）

　

抑
そ
も
く、

西さ
い
こ
く
さ
ん
じ
う
さ
ん
し
よ

國
三
拾
三
所
之
観く
わ
ん
ぜ
お
ん

世
音
め
ぐ
る
を
順
じ
ゆ
ん
れ
い礼と

申
も
お
すな

り
。

此こ
の

じ
ゆ
ん
れ
い
根こ
も
と元

を
た
づ
ぬ
る
に
、
か
た
し
け
な
く
も

紀き
し
う
く
ま
の
ご
ん
げ
ん

州
熊
野
権
現
が
た
び
僧そ
う

と
げ
ん
し
た
ま
い
て
、
和
光
の
ち

り
に
交ま
し
わ
りり
、
衆
し
ゆ
じ
や
う生
さ
い
度ど

の
た
め
、
世せ
じ
や
う上
に
出い
で

さ
せ
た
ま
ふ

處と
こ
ろ」（
二
オ
）、
比こ
ろ

ハ
人に
ん
の
う
ろ
く
じ
う
ご
だ
い
く
わ
さ
ん
い
ん

王
六
拾
五
代
花
山
院
の
御ぎ
よ
う宇
な
り
。
し

か
れ
は
、
熊く
ま
の
ご
ん
げ
ん
さ
ま

野
権
現
様
と
御お
ん
ど
う
ぎ
や
う

同
行
に
て
、
西さ
い
こ
く
さ
ん
じ
う
さ
ん
し
よ

国
三
拾
三
所
じ

ゆ
ん
れ
い
め
ぐ
り
た
ま
ふ
と
申
な
り
。
去さ
る
ほ
ど程

に
、
焰ゑ
ん
ま
わ
う
ぐ

魔
王
宮

が
め
い
ど
に
て
、
こ
ん
で
い
の
御お
ん
き
や
う
い
ち
ま
ん
ぶ

経
一
万
部
く
よ
う
遊あ
そ
ば

し

候そ
う
ろ

せ
つ
に
、
一い
ち
ま
ん万

の
衆し
ゆ
そ
う僧

を
く
よ
う
」（
二
ウ
）
し
給た
ま

ふ

に
、
御お
ど
う
し

道
師
に
は
、
諸し
よ
ぶ
つ
し
よ
ほ
さ
つ
ご
ど
う
ざ

佛
諸
菩
薩
御
同
座
の
う
ち
に
、
は
り

ま
の
国く
に
し
よ
う
し
や
さ
ん

書
写
山
の
開か
い
さ
ん山
に
て
、
性し
よ
く
う
じ
や
う
に
ん

空
上
人
と
申
ま
う
す
た
つ
と
尊
き
御お
ん
そ
う僧
の

ま
し
ま
す
な
り
。
又ま
た

、
此こ
の

と
き
ニ
大や
ま
と和

の
国く
に

は
つ
せ
寺で
ら

の

開か
い
さ
ん山

、
徳と
く
ど
う
じ
や
う
に
ん

道
上
人
も
御
に
う
め
て（
１
）

有あ
り

。
性し
よ
く
う
じ
や
う
に
ん

空
上
人
と
供と
も

に

御ご
く
や
う

供
養
」（
三
オ
）
を
の
べ
た
も
ふ
て
、
御
け
ち
ぐ
わ
ん
の

せ
つ
に
、
御お
ん
ふ
せ

布
施
と
し
て
、
い
ろ

く
の
宝ほ
う

も
つ
数か
づ

を
つ
く

し
て
さ
し
上あ
げ
た
ま給
ふ
と
こ
ろ
、
其そ
の

と
き
上じ
や
う
に
ん人の
か
た

ぐ
仰お
ふ
せに

は
、「
七し
ち
ち
ん
ま
ん
ほ
う

珍
万
宝
の
品し
な

ぐ々
ハ
無む
や
く益
な
り
。
願ね
が
ハ
く
ハ
、
末ま
つ
せ世
の

衆し
ゆ
じ
や
う
生
を
た
す
く
べ
き
事こ
と

こ
そ
望の
ぞ
み
に
」（
三
ウ
）
候そ
う
ら
へ
共ど
も

、
た

か
ら
に
は
一い
つ
せ
つ
の
ぞ
み
な
く

切
望
無レ
御
座
ご
ざ
こ
そ
う
ろ候

」
と
御お
ん
も
お
し
あ
げ

申
上
け
れ
ば
、「
仰お
ふ
せ
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之
義ぎ
ご
も
つ
と
も
な
り

御
尤
也
。
か
つ
又ま
た

、
か
た

ぐ
御お
ん
も
お
し申
に
は
、
三さ
ん
が
い界
の

衆し
ゆ
じ
や
う
あ
く

生
悪
ご
う
の
身み

に
て
、
地ち
ご
く獄
へ
お
つ
る
事こ
と

む
ざ
ん
な
り
。

か
れ
を
た
す
け
ん
と
お
も
へ
と
も
、
少す
こ

し
の
善ぜ
ん

を
も
な
さ
ず
。

ゆ
へ
に
、
ご
く
そ
つ
」（
四
オ
）
の
手
に
渡
候
事
ひ
ま
も
な

し
。
然し
か

る
に
、
大た
い
に
つ
ほ
ん

日
本
ニ
ハ
、
正し
よ
うじ

ん
の
観く
わ
ん
ぜ
お
ん

世
音
の
霊
仏
と

申
て
、
三さ
ん
じ
う
さ
ん
た
い

十
三
躰
ま
し
ま
す
な
り
。
此こ
の
ふ
つ
ぜ
ん

佛
前
へ
一い
ち
ど
ま
い

度
参
り
候そ
う
ろ

も
の
ハ
、
た
と
ひ
十じ
う
あ
く
ご
き
や
く

悪
五
逆
の
罪つ
み
と
が咎
、
む
り
や
う
お
く
ご

う
の
間あ
い
だ
ニ
作つ
く

り
な
し
た
る
も
の
に
て
も
、
地ぢ
ご
く獄
へ
ハ
」（
四

ウ
）
落お
つ

べ
か
ら
ず
。
則
す
な
わ
ち、

佛ぶ
つ
く
わ果

の
臺う
て
なに

至い
た

る
な
り
。
か
つ
又ま
た

、

一い
つ
け
い
ち
も
ん

家
一
門
之
内う

、
壱い
ち
に
ん
な
り
と
も

人
成
共
、
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い
い
た

国
順
礼
致
す
事こ
と

な
ら
バ
、

現げ
ん
ざ
い在

之
親し
ん
る
い類

ハ
申も
う
すニ
す不レ及お
よ
バ、

七ひ
ち
せ世

の
父ふ

ぼ母
迄
も
、
成じ
よ
ぶ
つ仏

す
べ

き
事こ
と

ハ
う
た
が
ひ
な
し
。
此こ
の
ぎ義
を
し
か
る
べ
き
や
う
に
お
ぼ

し
め
せ
は
」（
五
オ
）、
則
す
な
ハ
ち、
順じ
ゆ
ん
れ
い
に
つ
き

禮
日
記
を
参ま
い

ら
せ
ん
」
と
仰お
ふ
せ

け
れ
バ
、
上し
よ
う
に
ん人
か
た

ぐ
も
聞き
こ

し
め
し
、「
そ
れ
ハ
ま
こ
と

に
し
ゆ
ぜ
う
成な
る
お
ん
こ
と

御
事
也
。
三さ
ん
が
い界
の
衆し
ゆ
じ
や
う
じ
う
あ
く
ふ
か

生
十
悪
深
き
に
よ
り
、

ま
の
あ
た
り
の
ふ
し
ん
を
は
ら
し
、
う
た
が
ひ
申も
う
し
ま
じ
く
そ
ろ

間
敷
候
。

何な
に

と
ぞ

ぐ
、
末ま
つ

世
の
衆し
ゆ
じ
や
う生

を
す
く
ひ
」（
五
ウ
）
申ま
う
し
た
き度

ゆ

へ
、
何な
に

そ
か
た
き
御ご
し
よ書

ニ
て
も
送お
く

り
た
ま
わ
り
や
」
と
仰お
ふ
せけ

れ
ハ
、
ゑ
ん
ま
十じ
う
わ
う王
ハ
、
実げ

に
も
と
お
ほ
し
召め
し

て
、
起き
し
よ
も
ん

證
文

な
さ
れ
け
る
が
、
其そ
の
と
き時
に
、
名め
い
せ
き石
の
札ふ
だ

を
拵
こ
し
ら
へて
、
其そ
の
も
ん文
ニ
曰い
わ
く、

一ひ
と
つ、
娑し
や
ば
せ
か
い
だ
い
に
つ
ほ
ん

婆
世
界
大
日
本
ニ
、
生し
よ
う
し
ん
く
わ
ん
ぜ
お
ん
さ
ん
じ
う
さ
ん
た
い

身
観
世
音
三
拾
三
躰
ま
し

ま
す
也な
り

。
彼か
の
ご
ぜ
ん

御
前
へ
」（
六
オ
）
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
礼
を
一い
ち
ど
い
た
し

度
致
た
る

輩と
も
が
らハ

、
た
と
ひ
十じ
う
あ
く
ご
ぎ
や
く

悪
五
逆
の
つ
み
、
又ま
た

む
り
や
う
お
く
が
ふ

の
間ま

に
作つ
く

り
な
す
も
の
ニ
て
も
、
地じ
ご
く獄

に
お
ち
ず
。
速
す
み
や
かに

極ご
く
ら
く
じ
よ
う
ど

楽
浄
土
へ
、
観く
ハ
ん
ぜ
お
ん

世
音
み
ず
か
ら
蓮れ
ん
げ花

を
さ
ゝ
げ
、
衆し
ゆ
じ
や
う生

を
む
か
ひ
に
来き
た
つ
て
、
ゐ
ん
じ
や
う
を
し
給た
ま

ふ
也
」（
六
ウ
）。

其そ
の
と
き時
に
、
む
り
や
う
の
諸し
よ
ぶ
つ
し
よ

佛
諸
ぼ
さ
つ
百ひ
や
く
じ
う
せ
ん
じ
う

重
千
重
に
居い

な
ら

び
て
、
お
ん
が
く
あ
り
。
か
く
の
ご
と
く
、
相そ
う
い
と
う
あ
る

違
等
有レ
之こ
れ

に
お
い
て
ハ
、
焰ゑ
ん
ま
だ
い
わ
う

魔
大
王
と
も
に
獄ご
く

そ
つ
へ
落お
つ

べ
き
な
り
。

并
ニ
、
毎ま
い
つ
き
く
わ
ん
せ
お
ん

月
観
世
音
へ
参さ
ん
け
い
い
た
す
こ
と

詣
致
事
、
か
つ
又ま
た

、
西さ
い
こ
く
ふ
だ
し
よ

国
札
所

之
箇か
し
よ
が
き

所
書
」（
七
オ
）
等と
う

を
く
わ
し
く
書か
き
し
る
し記
、
差さ
し
い
だ出
し
べ
く可レ

申ま
う
す
も
の
な
り

者
也
。

右み
ぎ

之
通と
お
り
を
大だ
い
わ
う
お
ん
し
た
ゝ

王
御
認
め
な
さ
れ
候そ
う
ろ
て
、
上し
よ
う
に
ん人
へ
御お
ん
わ
た渡
し

被な
さ
れ
そ
う
ろ

成
候
へ
け
れ
バ
、
上し
よ
う
に
ん
が
た

人
方
な
ゝ
め
に
お
ぼ
し
召め
し

、
急い
そ

ぎ

て
我わ
が
ち
や
う朝

へ
御お
ん
も
ち
か
い

持
帰
ら
れ
、
熊く
ま
の
ご
ん
げ
ん
さ
ま
こ
の

野
権
現
様
此
よ
し
御ご

そ
う
も

ん
被な
さ
れ成

け
れ
ば
、
其そ
の
み
ぎ
り砌

ハ
、
此こ
の
さ
い
こ
く
じ
ゆ
れ
い

西
国
順
礼
と
申も
う
す
こ
と事

」（
七

ウ
）
弘
ひ
ろ
め

め
ん
と
お
ぼ
し
召め
し
な
さ
れ
そ
う
ら

被
成
候
へ
共ど
も

、
未い
ま

だ
と
き
き
た
ら

ず
と
て
、
摂せ
つ
の
く
に
し
う
ん
ざ
ん
な
か
や
ま
で
ら

津
国
紫
雲
山
中
山
寺
の
太た
い
し
み
ゑ
い
ど
う

子
御
影
堂
に
納お
さ
め
お
き置
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た
ま
ふ
な
り
。
扨さ
て

、
其そ
の
の
ち後

、
帝み
か
ど

と
申
ま
う
し
た
て
ま
つ

奉
る
ハ
、
花く
わ
さ
ん
い
ん

山
院
に

て
お
わ
し
ま
す
。
御お
ん
と
し年

ハ
當と
う
お
じ
う
し
ち
さ
い

御
十
七
才
に
て
、
御み
く
ら
い
な
さ
れ

位
被
成

た
ま
ふ
に
、
一い
つ
て
ん
し
か
い
ま
ん
み
ん

天
四
海
万
民
を
」（
八
オ
）
御お
ん

は
か
ろ
う

べ
き
御お
ん
み身
ニ
ハ
候そ
う
ら
へ
ど
も

得
共
、
た
ゞ

く
御ご

と
ん
せ
の
御お
ん
の
ぞ
み望
な

り
。
御お
ん
じ
う
く

十
九
才さ
い

の
御お
ん
と
き時
、
西さ
い
こ
く
じ
ゅ
ん
れ
い

国
順
礼
の
事こ
と

を
お
ぼ
し
召め
さ

れ
て
、

「
扨さ
て

、
御お
ん
し
し
や
う

師
匠
に
は
い
か
な
る
御お
ん
そ
う僧
を
頼た
の

む
べ
き
や
」
と
仰お
ふ
せ

あ
り
け
れ
ハ
、
数あ
ま
た多

の
公く
げ
う卿

・
大だ
い
し
ん
が
た
う
ち
よ
り

臣
方
打
寄
て
、
い
ろ

く

と
」（
八
ウ
）
御ご

そ
う
も
ん
な
さ
れ
け
れ
ど
も
、「
此こ
の
ぎ義

ほ
ん

り
や
う
ニ
て
は
定さ
だ

め
が
た
し
。
然し
か

れ
ど
も
、
君き
み

に
は
、
兼か
ね

て

紀き
し
う
く
ま
の
ご
ん
げ
ん

州
熊
野
権
現
を
御ご
し
ん信
こ
う
の
御お
ん
こ
と事
ニ
候そ
う
らへ
バ
、
早は
や

、
熊く
ま
の野

へ
御お
ん
ち
よ
く
し

勅
使
を
御お
ん
た
て立
さ
せ
ら
れ
て
、
御ご
き
ね
ん

祈
念
あ
ら
バ
、
か
な
ら

ず

く
御お
ん

つ
げ
の
あ
る
」（
九
オ
）
べ
く
や
」
と
そ
う
も
ん

有あ
り

け
れ
バ
、
実げ
に

も
と
お
ぼ
し
召め
し

て
、
早は
や

く々
熊く
ま
の野

へ
勅ち
よ
く
し使

を
下く
だ

し
給た
も

ふ
て
、
一い
ち
し
ち
に
ち

七
日
の
間あ
い
だ、

終し
う
に
ち日

の
夜よ

に
、
ふ
し
ぎ
成な
る

か
な
、

御ご

む
そ
う
を
蒙こ
う
む

り
け
る
と
こ
ろ
に
、「
花く
わ
さ
ん
い
ん

山
院
の
御お
ん
し
し
よ

師
匠
と

申も
う
すハ
、
佛ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
と
申
も
う
す
た
つ
と
尊
き
僧そ
う

ニ
、
貴き
て
ん
き
き
や
う

殿
帰
京
」（
九
ウ
）

之
道み
ち
す
ぢ筋
に
て
行い
き
あ
い
も
う
す

合
申
ゆ
へ
、
其そ
の
そ
う
ど
う
ど
う
も
う
し

僧
同
道
申
、
同ど
う

う
ら（
２
）ニ
つ
れ

帰か
へ

り
給た
ま

ふ
べ
し
」
と
御お
ん
つ
け
あ
り

告
有
け
る
に
、
あ
ん
の
如ご
と

く
道ど
う
ち
う
す
じ

中
筋

に
て
、
修
し
ゆ
う
ぎ
や
う
そ
う

行
僧
に
行ゆ
き
あ
い逢

ふ
た
ま
ふ
事こ
と

ゆ
へ
、
此こ
の
そ
う僧

に
む
か
ひ
、

「
御お
ん

た
づ
ね
申も
う
し
た
き
ぎ
あ
り

度
義
有レ之こ
れ

。
自し
ぜ
ん然

、
佛ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
と
申ま
う
す

」（
十

オ
）
御お
ん
そ
う僧

ハ
御ご
ぞ
ん
じ

存
知
な
き
や
」
と
た
づ
ね
候そ
う
らへ

ば
、
修し
ゆ
ぎ
や
う
そ
う

行
僧

こ
た
へ
て
曰い
わ
く、「
仏ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
と
申も
う
す
ハ
我わ
が
こ
と事
な
り
」
と
仰お
ふ
せ
け
れ

ハ
、
勅ち
よ
く
し使
も
ふ
し
ぎ
思お
ほ
し
め
し召け
れ
共と
も

、
早さ
す
そ
く
お
ん
と
も
も
う
し

速
御
供
申
て
、
都み
や
こへ

ぞ
御お
ん

の
ぼ
り
あ
り
け
れ
バ
、
去き
る
ほ
ど程
に
、
内だ
い
り裏
に
御お
ん
ち
や
く
な
さ
れ
そ
う
ろ

着
被
成
候

て
、
勅ち
よ
く
し使
の
趣
お
も
む
き
も
う
し
あ
げ

申
上
け
る
処と
こ
ろ
に
」（
十
ウ
）、「
佛ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
と

申
も
う
し
た
て
ま
つ

奉
る
御お
ん
そ
う僧

ハ
、
君き
み

の
御お
し
し
や
う

師
匠
と
あ
る
故ゆ
へ

、
御お
ん
と
も
も
う
し
か
へ

供
申
帰
り

候そ
ろ

」
と
そ
う
も
ん
有あ
り

け
れ
ば
、
法ほ
う
わ
う王

も
な
ゝ
め
に
ぞ
お
ぼ

し
召め
し

て
、「
紫し
し
ん
で
ん

宸
殿
へ
御お
ん
い
れ入

れ
申も
う
し

」
と
の
せ
ん
じ
也な
り

。
扨さ
て

、

此こ
の
と
き時
、
法ほ
う
わ
う王
も
上じ
よ
う
に
ん人
の
前ま
へ

ニ
出い
で

さ
せ
給た
ま

ひ
て
、
御お
ん
し
し
よ
う

師
匠
と

御お
ん
た
の
み
あ
り

頼
有
て
、
時じ
こ
く刻
う
つ
さ
ず
」（
十
一
オ
）、
法ほ
う
わ
う
み

王
御
く

し
を
落お
と

し
、
御ご
ほ
う
み
や
う

法
名
を
入い
れ

か
く（
３
）

と
申
も
う
し
た
て
ま
つ

奉
る
な
り
。
其そ
の
と
き時

、

彼か
の
お
ん
ふ
せ

御
布
施
と
し
て
、「
七ひ
ち
ち
ん
ま
ん
ほ
う

珍
万
宝
を
参ま
い

ら
せ
ん
」
と
り
ん
げ

ん
あ
り
け
れ
バ
、
佛ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
の
御お
ん
も
う
し申

に
は
、「
左さ
や
う様

な
御お
ん
う
け請

に
は
一い
つ
さ
い
の
ぞ
み

切
望
に
あ
ら
ず
。
只た
ゞ
ぐ
そ
う

愚
僧
ハ
望の
ぞ
みと

申も
う
すハ

、
悪あ
く
ご
う
ふ
か

業
深
き

衆し
ゆ
じ
や
う
生
を
道み
ち

び
く
」（
十
一
ウ
）
事こ
と

を
望の
ぞ
み
ニ
候そ
う
ら
へ
」
と
御お
ん
も
う
し
あ
り

申
有

け
れ
ば
、
法ほ
う
わ
う王
も
「
位く
ら
いに
は
生む
ま

れ
、
一い
つ
て
ん
し
か
い

天
四
海
を
は
か
ら
ふ

べ
き
身み

に
生む
ま

れ
た
れ
共ど
も

、
罪つ
み

ふ
か
き
も
の
な
ぞ
を
た
す
く
べ

き
ほ
う
べ
ん
を
不ぞ
ん
せ
ず存

」
よ
し
り
ん
げ
ん
有あ
り

け
れ
バ
、
上
し
よ
う
に
ん
か
さ
ね

人
重
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て
御お
ん
も
う
し
な
さ
れ
そ
ろ

申
被
成
候
ニ
ハ
、「
衆し
ゆ
じ
や
う
ぶ
つ
く
わ

生
佛
果
に
い
た
る
」（
十
二

オ
）
道み
ち

も
い
ろ

く
有あ
る
な
り也
。
先ま
づ

く々
、
や
す
や
す
と
佛ぶ
つ
く
わ果
を

ゑ
ん
と
お
も
わ
バ
、
日に
つ
ほ
ん本

ニ
生し
よ
し
ん身

の
観く
わ
ん
ぜ
お
ん

世
音
の
霊れ
い
ぶ
つ佛

と
申も
う
し、

三さ
ん
じ
う
さ
ん
た
い

拾
三
躰
お
わ
し
ま
す
ゆ
へ
、
此こ
の

ま
へ
参ま
い

り
申も
う
す
こ
と事を

順じ
ゆ
ん
れ
い礼と

申も
う
すな

り
。
則
す
な
ハ
ち、

此こ
の
じ
ゆ
ん
れ
い

順
礼
を
一い
ち
ど
い
た

度
致
し
た
る
も
の
ハ
、
地ぢ
ご
く獄

へ

お
つ
べ
か
ら
ず
。
速
す
み
や
かに

」（
十
二
ウ
）、
極ご
く
ら
く
じ
や
う
ど

楽
浄
土
へ
往わ
う
じ
や
う生す

る
事こ
と

う
た
が
ひ
な
し
。
依
レ之

よ
つ
て
こ
れ
に、
ゑ
ん
ま
十じ
う
わ
う王
よ
り
、
名め
い
せ
き石

の
ふ
だ
、
并な
ら
び
ニ
起き
し
や
う
も
ん

證
文
、
又ま
た

ハ
参さ
ん
け
い
に
ち

詣
日
、
順じ
ゆ
ん
れ
い
か
し
よ
が
き
と
う

礼
箇
所
書
等
、

我わ
が
ち
よ
う

朝
ニ
渡わ
た

し
置お
か

れ
候そ
う
ら

へ
共ど
も

、
い
ま
だ
時と
き

き
た
ら
ざ
る
ニ
よ

つ
て
、
弘ひ
ろ

ま
ら
ず
。
去さ
り

な
が
ら
、
是こ
れ

に
過す
ぎ

た
る
事こ
と

あ
る
べ

か
ら
ず
」」（
十
三
オ
）、
上じ
や
に
ん
も
う
し

人
申
之
あ
り
。「
幸
さ
い
わ
ひひ

君き
み

の

御ご
と
ん
せ

遁
世
の
被な
さ
れ
そ
ろ
こ
と

成
候
事
な
れ
ば
、
あ
わ
れ
此こ
の
じ
ゆ
ん
れ
い

順
礼
を
思お
ほ
し
め
し召
、

左さ
そ
う
ら
ゑ

候
得
ば
、
一

い
つ
さ
い
し
ゆ
じ
や
う
が
た
く

切
衆
生
難レ有あ
り
そ
ん
じ
存
て
、
皆み
な

く々
君き
み

に
な
び
き
候
そ
う
ら

わ
ん
」
と
御お
ん
も
う
し
あ
り

申
有
。「
然し
か

る
に
、
順じ
ゆ
ん
れ
い礼
の
日に
つ
き記
と
申も
う
す
を
召め
し
よ
せ寄

ら
れ
、
御ご
ら
ん覧
候
へ
ば
」
と
御お
も
う
し
あ
り

申
有
け
れ
ば
、
法ほ
う
わ
う王
」（
十
三

ウ
）、「
夫こ
れ

ハ
何い
づ
く国

ニ
御ご
ざ
そ
ろ
や

座
候
哉
」
と
御お
ん
た
づ
ね尋

け
れ
ば
、
此こ
の

と

き
佛ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
の
給た
ま

ふ
や
う
に
は
、「
摂せ
つ
の
く
に
し
う
ん
ざ
ん
な
か
や
ま
で
ら

津
国
紫
雲
山
中
山
寺
、

太た
い
し子

の
御み
ゑ
い
ど
う

影
堂
ニ
納お
さ

め
有あ
る

な
り
」。
夫そ
れ

へ
勅ち
よ
く
し使

を
御お
ん
た立ゝ

せ
給た
ま

ふ
て
、
勅ち
よ
く
し
た
い
し
ど
の
ゑ
ん
が
わ

使
太
子
殿
緑
側
ニ
あ
り
け
れ
ば
、
何い
づ
く国
と
も
な
く

佛ぶ
つ
が
ん
し
や
う
に
ん

眼
上
人
」（
十
四
オ
）
こ
つ
ぜ
ん
と
御お
ん
い
で出
あ
っ
て
、
両り
よ
う
が
ん眼

よ
り
ハ
光ひ
か

り
を
は
な
ち
て
、
誠
ま
こ
と
た
つ
と
き
こ
と

尊
事
ハ
か
ぎ
り
な
き
事こ
と

な

り
。
此こ
の
と
き時

に
、
中な
か
や
ま山

の
開か
い
ざ
ん
り
や
う
ち
う
じ
や
う
に
ん

山
凉
忠
上
人
、
并な
ら
び

ニ
能の
ふ

ば
ん

法ほ
う
い
ん印

、
弁べ
ん
く
う
ほ
う
い
ん

空
法
印
と
右み
ぎ
さ
ん
に
ん

三
人
に
て
、
太た
い
し
ど
の

子
殿
を
ぞ
御お
ん
ひ
ら
き
あ
り

開
有

て
、
彼か
の
じ
ゆ
ん
れ
い
に
つ
き

順
禮
日
記
、
并な
ら
び

ニ
起き
し
や
う
も
ん

證
文
を
」（
十
四
ウ
）
取と
り
い
だ出

し

て
、
勅ち
よ
く
し使

に
御お
ん
わ
た渡

し
あ
り有レ之こ
れ

。
其そ
の
と
き時

、
仏ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
と
御ご
ど
う
ど
う

同
道
ニ

て
御ご
け
こ
ふ

下
向
あ
り
て
、
内だ
い
り裏
へ
御ご
さ
ん
だ
い

参
内
あ
り
て
、
法ほ
う
わ
う王
に
も
誠ま
こ
と

に
不ふ
し
ん審
に
お
ぼ
し
召め
し

て
、
彼か
の
せ
き
ふ
だ

石
札
を
押お
し

い
た
ゞ
き
、
か
ん

る
い
を
催も
よ
う

し
、
難
レ有

が
た
く
あ
り
こ
の
じ
ゆ
ん
れ
い

此
順
禮
の
日に
つ
き記

、
箇か
し
よ
が
き
と
う

所
書
等
を
御ご
ら
ん覧

」

（
十
五
オ
）
有あ
り

。
其そ
の
も
ん文

に
曰い
わ
く、

一
、
紀き

い伊
之
国く
に　

三
ケ
所

一
、
和い
つ
み泉
之
国く
に　

壱
ケ
所

一
、
大や
ま
と和
之
国く
に　

四
ケ
所

一
、
河か
う
ち内
之
国く
に　

壱
ケ
所

一
、
山や
ま
し
ろ城
之
国く
に　

八
ケ
所　
　
　
　
　
　
　
　

」（
十
五
ウ
）

一
、
丹た
ん
ば波

之
国く
に　

壱
ケ
所

一
、
摂せ
う
つ津

之
国く
に　

三
ケ
所

一
、
播は
り
ま磨

之
国く
に　

三
ケ
所

一
、
丹た
ん
ご後
之
国く
に　

弐
ケ
所
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一
、
近あ
ふ
み江

之
国く
に　

六
ケ
所

一
、
美み

の濃
之
国く
に　

壱
ケ
所

し
め
て
三
拾
三
所
在
之
候
」（
十
六
オ
）。

右み
ぎ

之
通と
お
り
ご
ゑ
ん
ら
あ
り

御
遠
覧
有
て
、
兎と
か
く角
に
は
ふ
し
お
が
む
と
斗ば
か
り

に
て
、
わ
れ
ら
か
心こ
こ
ろ
も
浅あ
さ

か
る
べ
し
と
て
、「
札ふ
だ
し
よ所
壱い
つ

ケ

所し
よ

ニ
、
七な
ぬ
か日
づ
ゝ
相
あ
い
こ
も
り
そ
う
ろ

籠
候
て
廻め
ぐ

り
度た
く

」
よ
し
御お
ん
も
う
し申
け
れ

バ
、
か
く
お
ぼ
し
め
し
被
成
候
上
ハ
、
迚と
て

も
の
事こ
と

に
上じ
や
う
に
ん人も

御お
ん
せ
ん
だ
ち

先
達
を
致い
た

す
べ
し
。
我わ
れ

も
其そ
の

」（
十
六
ウ
）
心こ
こ
ろ

ざ
し
に
て

候そ
ろ
あ
い
だ

間
、「
御お
ん
と
も
も
う

供
申
さ
ん
」
と
御お
も
う
し申

あ
り
け
れ
バ
、
法ほ
う
わ
う王

も
誠ま
こ
と

ニが
た
く難レ有あ
り

お
ほ
し
召め
し

て
、
然し
か
れ
ば
其そ
の
と
き
じ
や
う
に
ん

時
上
人
の
御お
ん
も
う
し申
に
は
、「
此こ
の

た
び
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
礼
之
御お
ん
ど
う
ぎ
や
う

同
行
と
申も
う
す
ハ
、
め
い
ど
、
我わ
か
ち
よ朝
に
て
、

都つ
が
う
じ
う
さ
ん
に
ん
ご
ざ
そ
ろ

合
十
三
人
御
座
候
」。

　
　
　

然し
か
るル

に
左さ

之
通と
お

り
。　
　
　
　
　
　

」（
十
七
オ
）

一
、
花く
わ
さ
ん
の
い
ん
ほ
う
わ
う

山
院
法
王　

此こ
の
じ
だ
い

時
代
之
帝み
か
どな

り
。

一
、
圓ゑ
ん
ゆ
う
い
ん
ほ
う
わ
う

融
院
法
王　

同
お
な
じ
み
か
ど

帝
の
祖お
じ
さ
ま
な
り

父
様
也
。

一
、
信し
ん
し
ゅ
う
ぜ
ん
こ
う
じ
に
よ
ら
い

州
善
光
寺
如
来

一
、
北ほ
く
し
ん
め
う
け
ん
だ
い
し

辰
妙
見
大
士

一
、
焰ゑ
ん
ま
だ
い
わ
う

魔
大
王

一
、
倶ぐ
し
よ
う
じ
ん

生
神　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
十
七
ウ
）

一
、
藏ざ
わ
う
だ
い
ご
ん
げ
ん

王
大
権
現

一
、
能の
う
ば
ん
ほ
う
ゐ
ん

判
法
印　

津つ

ノ
国く
に
な
か
や
ま
で
ら

中
山
寺
の
法ほ
う
い
ん印

な
り
。

一
、
徳と
く
ど
う
じ
や
う
に
ん

道
上
人　

大や
ま
と
く
に
は
つ
せ
で
ら

和
国
初
瀬
寺
の
開か
い
さ
ん山
な
り
。

一
、
性
し
よ
う
く
う
じ
や
う
に
ん

空
上
人　

播は
り
ま
く
に
し
よ
し
や
さ
ん
か
い
さ
ん

磨
国
書
写
山
開
山
な
り
。

一
、
顕け
ん
み
つ
じ
や
う
に
ん

密
上
人　

此こ
の
お
ん
か
た

御
方
ハ
め
い
ど
ニ
御お
ん
い
で出
あ
り
。

一
、
威い
こ
う
じ
や
う
に
ん

光
上
人　

右み
ぎ
ど
う
た
ん

同
断　
　
　
　
　
　
　
　

」（
十
八
オ
）

一
、
佛
ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人　

熊く
ま
の
さ
ん
し
よ
だ
い
ご
ん
げ
ん

野
三
所
大
権
現
な
り
。
又ま
た

、
壱い
ち
ば
ん
な
ち
さ
ん

番
那
智
山

な
り
。

　
　

し
め
て
御お
ん
ど
う
ぎ
や
う
つ
が
う
じ
う
さ
ん
に
ん

同
行
都
合
十
三
人
。

「
右み
ぎ

之
通と
お
り
の
御お
ん
ど
う
ぎ
や
う

同
行
に
て
、
西さ
い
ご
く
じ
ゆ
れ
い

国
順
礼
を
致い
た
し
そ
ろ候
な
り
」

と
、
上じ
や
う
に
ん
こ
れ

人
是
を
御お
ん
も
う
し申
あ
り
け
れ
バ
、
花く
わ
さ
ん
ほ
う
わ
う

山
法
王
い
よ

く

難
レ有

が
た
く
あ
り

思お
ぼ

し
召め
し

て
有あ
り

け
る
に
、
其
そ
の
じ
や
う
に
ん

上
人
御お
ん
も
う
し

申
に
は
、
此こ
の
た
び度

西さ
い
こ
く国

」（
十
八
ウ
）
順じ
ゆ
ん
れ
い礼

の
納お
さ
め
ぶ
た札

ハ
、
仏ぶ
つ
が
ん
じ
よ
う
に
ん

眼
上
人
み
づ
か

ら
御
お
ん
か
き
し
る
し
さ
れ

書
記
被レ
遊あ
そ
バ
そ
ろ

候
て
、
寛
く
わ
ん
わ
ぐ
わ
ん
み
づ
の
と
と
り
と
し
さ
ん
ぐ
ハ
つ
じ
う
ご
に
ち
み
や
こ

和
元
癸
酉
年
三
月
十
五
日
都

を
御お
ん
た
ち
あ
り

立
有
て
、
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
礼
に
御ご
し
ゆ
た
つ
さ
れ

出
立
被レ遊
あ
れ
ば
そ
ろ候

が
、
紀き

い伊
之

国く
に
な
ち
さ
ん

那
智
山
ニ
と
御お
ん
ち
ゃ
く着
あ
っ
て
、
札ふ
だ
う
ち打
は
じ
め
、
一い
つ
か
し
よ

ケ
所

ニ
一い
ち
し
ち
に
ち

七
日
ヅ
ゝ
御お
ん
こ
も
り
あ
つ

籠
有
て
、
月つ
き
ひ日
を
重か
さ
ね
て
」（
十
九
オ
）、

翌よ
く
ね
ん
い
ぬ
ろ
く
ぐ
ハ
つ
つ
い
た
ち

年
戌
六
月
朔
日
、
美み
の
く
に
た
に
ぐ
ミ
さ
ん

濃
国
谷
汲
山
に
て
札ふ
だ

う
ち
納お
さ
めめ
、
夫そ
れ

よ
り
皆み
な

く々
都み
や
こへ

御ご
げ
か
う

下
向
あ
つ
て
、
内だ
い
り裏

に
御お
ん
い
り
あ
つ

入
有
て
、
其そ
の
の
ち後

、
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仏
ぶ
ち
が
ん
じ
や
う
に
ん
お
ん
い
と
ま

眼
上
人
御
暇
を
こ
ひ
た
ま
へ
ば
、
法ほ
う
わ
う
お
し

王
押
て
御お
ん

と
め
あ
つ

て
、「
扨さ
て

、
此こ
の
た
び
じ
ゆ
ん
れ
い

度
順
礼
を
い
た
し
候そ
ろ
こ
う
と
く

廣
徳
と
申も
う
す
ハ
」（
十
九

ウ
）、
い
く
ば
く
の
事こ
と

ニ
て
御ご
ざ
そ
ろ

座
候
や
」
と
御お
ん

た
づ
ね
あ
れ

バ
、
仏ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
の
御お
ん
も
う
し申

に
は
、「
廣く
う
と
く徳

之
義ぎ

は
、
誠ま
こ
と

ニ
廣く
う
だ
い大

む
へ
ん
成な
る
こ
と事

ニ
て
御ご
ざ
そ
ろ

座
候
。
且か
つ

、
順じ
ゆ
ん
れ
い礼を

ば
一い
ち
ど度

い
た
し
候そ
ろ

も
の
ハ
、
十じ
う

し
や
う
の
徳と
く

あ
り
」
と
て
、

一ひ
と

ツ
に
は
、六ろ
く

く
わ
ん
お
ん
の
ぼ
ん
字じ

す
わ
る
な
り
」（
二
十

オ
）。

二ふ
た

ツ
に
は
、
右み
ぎ
ひ
だ
り左の

足あ
し

に
こ
ん
で
い
の
り
ん
ほ
う
す
わ
る
な

り
。

三み

ツ
に
は
、
七
な
ん
即そ
く
め
つ滅

、
七し
ち
ふ
く福

そ
く
じ
や
ふ
す
る
な
り
。

四よ

ツ
に
は
、
愚ぐ

ち痴
の
罪つ
み

ハ
き
へ
て
、
心こ
ゝ
ろか
し
こ
く
知ち

ゑ恵
さ
い

か
く
を
蒙
こ
う
む
りり
て
、
福ふ
く
き貴
を
得ゑ

る
也な
り

」（
二
十
ウ
）。

五い
つ

ツ
に
は
、
現げ
ん
せ
あ
ん

世
安
お
ん
、
無む
び
よ
う
ち
よ
う
め
い

病
長
命
、
子し
そ
ん
は
ん
じ
や
う

孫
繁
昌
す
る
な

り
。

六む

ツ
に
は
、
三さ
ん
あ
く
ど
う

悪
道
ニ
迷ま
よ
うわ

ず
、
悪あ
く
じ
さ
い
な
ん

事
災
難
を
の
が
る
ゝ
な

り
。

七な
な

ツ
に
は
、
一い
つ
し
や
う生の

あ
い
だ
、
千せ
ん
ぞ
う僧

に
供く
や
う
い
た

養
致
す
よ
り
も
ま

さ
る
な
り
」（
二
十
一
オ
）。

八や

ツ
に
は
、
仏ぶ
ん
じ
ん神
の
か
し
集
あ
つ
ま
りて
、
何な
に
ご
と事
ニ
て
も
諸
し
よ
ぐ
わ
ん
じ
よ
う
じ
ゆ

願
成
就
す

る
な
り
。

九こ
ゝ
のツ

に
は
、
決け
つ
じ
よ
わ
う
じ
や
う

成
往
生
す
る
な
り
。

十と
お

に
は
、
ら
く
せ
ん
の
観く
わ
ん
ぜ
お
ん

世
音
と
同ど
う
ざ座

す
る
事こ
と

、
う
た
が
ひ

な
し
。

右み
き

之
通と
お
りり

の
次じ
だ
い第

ゆ
へ
、
先ま
づ
い
ち
ど

一
度
ハ
順じ
ゆ
ん
れ
い礼」（

二
十
一
ウ
）

い
た
し
た
る
も
の
ハ
、
家か
な
い内
へ
、
忝
か
た
じ
けな
く
も
天て
い
し
や
う
だ
い
じ
ん
ぐ
う

照
太
神
宮
、

并な
ら
び

ニ
熊く
ま
の
だ
い
ご
ん
げ
ん

野
大
権
現
、
か
つ
又ま
た

、
ふ
だ
ら
く
浄じ
や
う
と土
の

観く
わ
ん
ぜ
お
ん

世
音
、
毎ま
い
に
ち日

く
影よ
う
が
う向

し
た
ま
ふ
御お
ん
ち
が
い誓

ひ
な
り
。
其そ
の
ほ
か外

ニ
、
冨ふ
じ
ご
ん
げ
ん

士
権
現
の
御ご

た
く
せ
ん
に
ハ
、
順じ
ゆ
ん
れ
い礼の

廣こ
う
と
く徳

と
申も
う
すハ

、

美み
の
の
く
に
だ
に
ぐ
み
さ
ん

濃
国
谷
汲
山
」（
二
十
二
オ
）
に
て
札ふ
だ

う
ち
納お
さ
め
そ
ろ候

て
、
夫そ
れ

よ
り
、
た
に
ぐ
み
山さ
ん

よ
り
一い
ち
や夜
の
こ
り
に
て
、
ふ
じ
さ
ん
じ

や
う
致い
た

す
べ
し
と
の
御お
ん
ち
が
ひ誓
な
り
。
な
を
又ま
た

、
一い
つ
け
い
ち
も
ん

家
一
門
之

内う
ち

、
一い
ち
に
ん人
な
り
と
も
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
礼
い
た
す
事こ
と

な
れ
バ
、
現げ
ん
ざ
い在
の

親お
や

ハ
い
ふ
に
お
よ
バ
す
、
七ひ
ち
せ世
の
父ち
ゝ
は
ゝ
ま
で

母
迄
も
」（
二
十
二
ウ
）

成じ
よ
ぶ
つ佛

い
た
す
な
り
。
ま
た
、
観く
わ
ん
お
ん音よ

り
佛ほ
と
けの

位く
ら
いに

至い
た
るる

な
り
。

且か
つ

は
、
父ち
ゝ

の
恩お
ん

と
申も
う
すハ

、
須し
ゆ
ミ
せ
ん

弥
山
よ
り
も
猶な
を
た
か高

し
と
い
ふ
な

り
。
又ま
た

、
母は
ゝ

の
恩お
ん

と
申も
う
すハ

、
惣そ
う
か
い海

よ
り
も
な
を
深ふ
か

し
と
申
な

り
。
此こ
の
ゆ
へ故
に
て
、
高た
か

さ
も
四し
じ
う
り
よ
ほ
う

十
里
四
方
の
岩い
わ

を
」（
二
十
三
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オ
）、
天て
ん
に
ん人

の
羽は
ご
ろ
も衣

の
袖そ
で

に
て
、
三さ
ん
ね
ん年

に
一い
ち
ど度

ハ
な
ぜ
て
な

で
つ
く
す
事こ
と
あ
る有

な
れ
ど
も
、
父ち
ゝ
は母ゝ

の
恩お
ん

ハ
ほ
う
じ
が
た
し
と

申も
う
すな
り
。
然し
か

れ
ど
も
、
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
礼
の
人ひ
と

ニ
、
道
に
ま
よ
ひ
た

る
か
、
或あ
る
い
は
野の
や
ま山
に
て
道み
ち

を
失
う
し
な
いひ
困こ
ま

り
た
る
も
の
に
て
も
、

ね
ん
」（
二
十
三
ウ
）
ご
ろ
に
教お
し
へ
し
へ
遣つ
か
ハ
す
べ
し
。
此こ
の
く
ど
く

功
徳

に
て
も
、
我わ
が
つ
み罪
め
つ
し
て
、
十じ
う

し
ゆ
う
の
徳と
く

ニ
あ
づ
か
る
べ

し
と
申
な
り
。
去さ
り

な
か
ら
、
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
禮
を
一い
ち
ど
い
た
し

度
致
た
る
も
の
、

必
か
な
ら
ず
ち
ゝ
は
ゝ

父
母
の
恩お
ん

を
ほ
う
づ
る
と
申
な
り
。
熊く
ま
の
こ
ん
げ
ん

野
権
現
の
御ご
せ
い
ぐ
ハ
ん

誓
願

ニ
も
、「
我わ
が
ま
へ前

に
」、（
二
十
四
オ
）
三さ
ん
じ
う
さ
ん
ど

拾
三
度
あ
ゆ
み
を
は

こ
ば
ん
よ
り
、
一い
ち
ど
じ
ゆ
ん
れ
い

度
順
礼
い
た
し
候そ
ろ

も
の
に
は
、
我わ
か
ま
へ前
の
き

だ
は
し
を
三み

ツ
お
り
た
れ
は
、
参さ
ん
れ
い礼
を
致い
た
す
す
べ
し
」
と
の

御ご
せ
い
ぐ
ハ
ん

誓
願
な
り
。
右み
き

之
趣
お
も
む
き、

佛ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
こ
ま

く
御お
ん
か
た
り
あ
り

語
有
け
れ

バ
、
猶な
を

さ
ら
、
花く
わ
さ
ん
ほ
う
わ
う

山
法
王
も
い
よ

く
名な
ご
り残

を
」（
二
十
四

ウ
）
た
ま
ひ
て
、
法ほ
う
わ
う
お
ん
も
う
し

王
御
申
に
ハ
、「
上じ
や
う
に
ん人

ハ
何い
づ
く国

へ
御お
ん
か
へ帰

り
さ
れ被レ遊あ
れ
バ
そ
ろ候

や
」
と
御
た
づ
ね
有あ
り

け
れ
バ
、
上し
ゃ
う
に
ん
も
う
し

人
御
申
に
ハ
、

「
我わ
れ

ハ
何い
づ
く国
と
も
定さ
た

め
な
き
修し
ゆ
き
や
う
そ
う

行
僧
の
事こ
と

ニ
候そ
ろ

へ
ハ
、
先ま
づ
こ
れ是

よ
り
熊く
ま
の野
へ
参さ
ん
け
い詣
の
心こ
こ
ろ
ざ
し
に
御ご
さ
そ
ろ

座
候
」
と
御お
ん
も
う
し
あ
り

申
有
け
れ

ハ
、
法ほ
う
わ
う王
も
猶な
を

さ
ら
」（
二
十
五
オ
）
あ
り
が
た
く
思お
ぼ

し
召め
し

て
、
伏ふ
し
お
が拝

む
ば
か
り
。
其そ
の
う
ち内

に
、
上じ
や
う
に
ん人

ハ
か
き
け
す
や
う

に
、
何い
づ
く国

へ
か
失う
せ
た
ま給

ふ
な
り
。
然し
か

し
ハ
、
法ほ
う
わ
う王

ハ
か
な
し
み

給た
ま

ふ
と
ゆ
へ
ど
も
、
聊
い
さ
ゝ
かも

風か
ぜ

の
た
よ
り
も
お
わ
し
ま
さ
ず
ゆ

へ
、と
や
せ
ん
か
く
や
と
御お
ん

あ
ん
じ
暮く
ら

せ
し
内う
ち

に
」（
二
十
五

ウ
）、
ふ
つ
と
お
ぼ
し
め
し
て
、「
彼か
の
し
や
う
に
ん

上
人
ハ
熊く
ま
の
ご
ん
げ
ん

野
権
現
の

御ご

む夢
そ
う
に
て
、
我わ
が

が
師し
し
よ
う匠
と
御
お
ん
た
の
み
も
う
し
あ
げ
た
て
ま
つ

頼
申
上
奉
り
て
、
出し
ゆ
け家
を

ば
と
げ
つ
る
や
。
さ
候そ
う
ら
ゑ得
は
、
熊く
ま
の野
へ
参さ
ん
ろ
う
い
た

籠
致
し
て
、
夢ゆ
め

に

成な
り

と
も
あ
ゐ
奉
た
て
ま
つ
り
た
く

度
」
思お
ぼ
し
め
し召

ニ
て
、
都み
や
こ

を
し
の
び
出い
で

さ
せ
た

ま
ふ
て
、
ほ
と
な
く
も
」（
二
十
六
オ
）
熊く
ま
の野

へ
御お
ん
ち
や
く着

あ
つ

て
、
神し
ん
で
ん殿

に
む
か
い
て
真し
ん
し
ん心

の
誠ま
こ
と

を
思お
ぼ

し
召め
さ

れ
て
、「
此こ
の
た
び度

の
御ご
り
し
や
う

利
生
と
申も
う
す
ハ
、
廣こ
う
だ
い大
も
な
き
。
有あ
り
が
た
き
こ
と

難
事
ハ
、
い
く
ば

く
も
た
と
へ
か
た
き
事
な
り
。
何な
に
と
ぞ卒
、
今い
ま
ね
が
は願
く
ハ
御こ
り
し
や
う

利
生

に
て
、
我わ

か
師し
し
よ
う匠

と
御お
ん
た
の
ミ
も
う

頼
申
せ
バ
、
仏ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
」（
二
十
六

ウ
）
に
今い
ま
い
ち
ど
お
ん
ひ
あ
は
せ
さ
れ

一
度
御
引
合
被レ下く
だ

度
」
と
ね
ん
じ
給た
ま

ふ
。「
も
し

又ま
た

、
此こ
の
ね
が
い願も

相あ
い
か
な
は
ず
そ
ろ

不
叶
候
と
き
に
お
い
て
ハ
、
再さ
い
と
み
や
こ

度
都
へ
帰か
へ

り

不も
う
ぎ
す申

。
何な
に

と
ぞ
速
す
み
や
かに

我わ
か
い
ち
め
い

一
命
を
被め
さ
れ
そ
う
ら

召
候
へ
」
と
法ほ
う
わ
う
お
ん
て

王
御
手

を
合あ
わ
せ、
か
ん
る
い
を
く
だ
き
、
御ご
き
ね
ん
あ
り

祈
念
有
て
、
一い
ち
し
ち
に
ち

七
日
之

間あ
い
だ
お
こ
も
り
な
さ
れ
そ
ろ

御
籠
被
成
候
に
」（
二
十
七
オ
）、
ふ
し
ぎ
や
な
、
満ま
ん
ぐ
ハ
ん願

の
夜よ

わ半
之
比こ
ろ

に
、
御ご
し
ん
ぜ
ん

神
前
の
御お
ん
と戸
を
開ひ
ら

か
せ
給た
ま

ひ
て
、
誠ま
こ
と

に
位く
ら
い
た
か高

き
御お
ん
こ
ゑ聲

に
て
、「
然し
か

ら
ば
、
君き
み

の
御お
ん
し
し
や
う

師
匠
と
申
も
う
し
た
て
ま
つ

奉
る
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佛ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
と
申も
う
す
そ
う僧ハ
、
我わ
が
こ
と
な
り

事
也
。
尚な
を
ま
た又
、
熊く
ま
の
さ
ん
し
よ
う
じ
や
う
で
ん

野
山
清
浄
殿
の

権ご
ん
げ
ん現
と
申も
う
すも
、
我わ
が
こ
と
な
り

事
也
。
且か
つ

」（
二
十
七
ウ
）、
君き
み

の
御
お
ん
こ
ゝ
ろ
ざ
し
志
あ

ま
り
深ふ
か

き
に
よ
つ
て
、
則
す
な
ハ
ち、

我わ
れ
じ
や
う
に
ん

上
人
と
あ
ら
わ
れ
て
、
和わ
く
ハ
う光

之
ち
り
に
ま
じ
り
た
る
な
り
。
我わ
れ

も
是こ
れ
ま
で迄

な
り
。
君き
み

に
も
、

早は
や

く々
御ご
き
き
や
う

帰
京
の
被な
さ
れ成

か
し
」
と
、
あ
ら
た
か
に
御お
ん
つ
げ
あ
り

告
有
け
れ

ば
、
法ほ
う
わ
う王

、
夢ゆ
め

と
も
ま
ぼ
ろ
と
も
さ
ら
に
覚お
ぼ
え」（

二
十
八
オ
）

た
ま
わ
ず
。
誠ま
こ
とに
か
ん
る
い
き
も
に
め
ゐ
じ
て
、
唯た
ゞ

、
歓く
ハ
ん
き喜

の
な
み
だ
に
せ
き
給た
ま

ひ
て
、「
則
す
な
ハ
ち、
我わ
が

か
御お
し
し
や
う

師
匠
と
申
も
う
し
た
て
ま
つ
る

奉

ハ
、
熊く
ま
の
ご
ん
げ
ん

野
権
現
に
ま
し
ま
す
な
り
。
誠ま
こ
とに

有あ
り

が
た
き
事こ
と

ハ
限か
ぎ

り
な
く
、
最も
は
や早

、
浮う
き
よ世

に
お
も
ふ
事こ
と

も
な
か
り
け
り
」
と
」

（
二
十
八
ウ
）、
御お
ん
も
う
し申あ

り
て
、
法ほ
う
わ
う王

も
其そ
の
ま儘ゝ

に
て
、
那な
ち
さ
ん

智
山

に
千せ
ん
に
ち日
が
間
あ
い
だ
お
ん
こ
も
り
あ
り

御
籠
有
て
、
其そ
の
の
ち後
に
、
西さ
い
こ
く
さ
ん
じ
う
さ
ん
ど
お
ん
め
ぐ

国
三
拾
三
度
御
廻
り

被レ遊
さ
れ
お
そ
バ
た
き
度
、
思お
ぼ

し
召め
し
な
さ
れ
そ
う
ら

被
成
候
へ
共ど
も

、
最も
は
や早
、
御お
ん
と
し年
も
重か
さ
なり
ま
し

ま
さ
バ
、
君き
み

の
御お
ん
こ
ゝ
ろ心
に
は
、
一ひ
と

ト
先ま
づ
み
や
こ都
へ
御お
ん
か
へ帰
り
あ
つ
て
、

京き
や
う
と
う都
の
東
ひ
が
し
み
な
み
南
」（
二
十
九
オ
）
に
當あ
た

る
、
山や
ま
て手
の
地ぢ
め
ん面
を
撰ゑ
ら

み
有あ
つ

て
、
此こ
の

と
こ
ろ
に
紀き
し
う
く
ま
の
さ
ん
し
よ
だ
い
こ
ん
げ
ん

州
熊
野
三
所
大
権
現
を
移う
つ

し
、
く

わ
ん
じ
や
う
致い
た

し
度た
き
こ
と事

を
思お
ぼ

し
召め
し

、
夫そ
れ

よ
り
、
紀き
し
う
く
ま
の

州
熊
野

よ
り
土つ
ち
す
な砂

を
取と
り
よ
せ寄

、
京き
や
う

に
熊く
ま
の
さ
ん

野
山
を
う
つ
し
て
、
諸し
よ
ど
う堂

を

立た
て

て
、
是こ
れ

を
今い
ま
く
ま
の

熊
野
と
申も
う
し｣

（
二
十
九
ウ
）
奉た
て
ま
つ
るるな
り
。
則
す
な
ハ
ち、

西さ
い
こ
く
ふ
だ
し
よ

国
札
所
に
て
十じ
う
ご
ば
ん

五
番
な
り
。

前ぜ
ん
も
ん文
、
花く
わ
さ
ん
い
ん
ほ
う
わ
う

山
院
法
王
ハ
、
熊く
ま
の
ご
ん
げ
ん

野
権
現
の
御ご
さ
い再
た
ん
と
も
申も
う
す

な
り
。
扨さ
て
ま
た又

、
佛ぶ
つ
が
ん
じ
や
う
に
ん

眼
上
人
ハ
、
則
す
な
ハ
ち、

熊く
ま
の
ご
ん
げ
ん

野
権
現
な
り
。
此こ
の
た
び度

の
順じ
ゆ
ん
れ
い礼に

は
、
め
い
ど
、
我わ
が
ち
よ
う朝と

の
神し
ん
ぶ
つ仏

を
は
じ
め
、
西
国

を
は
廻め
ぐ

り
被あ
そ
バ
さ
れ
そ
ろ
こ
と

遊
候
事
、
誠ま
こ
と

ニ
有あ
り

が
た
き｣

（
三
十
オ
）
候そ
ろ
こ
と事

ハ
限か
き

り
な
き
次し
だ
い第

な
り
。

右み
ぎ

之
通と
お
り

之
次し
だ
い第
ゆ
へ
、
此こ
の
ゑ
ん
ぎ

縁
記
を
聞き
く

く
も
の
ハ
、

西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
禮
を
一い
ち
ど
い
た

度
致
し
た
る
に
も
あ
た
る
な
り
。
又ま
た
そ
の
う
へ

其
上

に
、
罪ざ
い
く
わ科

め
つ
し
て
、
佛ぶ
つ
く
わ果

の
縁ゑ
ん

も
と
至い
た
る

る
也な
り

。
惣そ
う

じ
て
、

此こ
の
ゑ
ん
ぎ

縁
記
に
は
つ
く
し
が
た
く
、
あ
ら
ま
し
を
」（
三
十
ウ
）

書か
き
つ
く
す

尽
す
な
り
。

御ご
り
し
や
う
あ
る

利
生
有
な
ら
ハ
、
則
す
な
ハ
ち、
熊く
ま
の
ご
ん
げ
ん

野
権
現
が
上じ
や
う
に
ん人
と
現げ
ん

じ
て
、

此こ
の
ど土
の
ち
り
に
ま
じ
ハ
り
、
仰お
ふ
せお
か
れ
し
事こ
と

う
た
が
ふ
も
の

ハ
、
今い
ま

の
世よ

に
て
災さ
い
な
ん難
に
あ
ふ
べ
し
。
来ら
い
せ世
に
は
、
む
け
ん

地ぢ
ご
く獄
に
だ
ざ
い
し
て
、
さ
ら

く｣

（
三
十
一
オ
）
う
か
む

事こ
と
あ
る有

べ
か
ら
ず
。
則
す
な
わ
ち、

熊く
ま
の
ご
ん
げ
ん

野
権
現
の
御ご

た
く
せ
ん
な
り
。
か

な
ら
ず
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。

一
、
南な
む
く
ま
の
さ
ん
し
や
う
じ
や
う
で
ん
だ
い
ぼ
さ
つ

無
熊
野
山
清
淨
殿
大
菩
薩
。

三さ
ん
し
よ
だ
い
ご
ん
げ
ん
ご
ほ
う
ぜ
ん

所
大
権
現
御
宝
前
の
御お
ん
う
た歌
、
権ご
ん
げ
ん現
の
御ご
ゑ
い
か

詠
歌
な
り｣
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（
三
十
一
ウ
）。

　

じ
ゆ
ん
れ
い
を
み
な
人
こ
と
に
す
る
な
ら
ば

　
　

い
づ
く
じ
ご
く
と
い
ふ
つ
き
の
そ
ら

一
、
其そ
の
の
ち後
、
此こ
の
じ
ゆ
ん
れ
い

順
礼
と
申も
う
す
こ
と
ち
う
ぜ
つ

事
中
絶
い
た
せ
し

所と
こ
ろ、
又ま
た

ハ
、
人に
ん
わ
う
し
ち
じ
う
し
ち
だ
い

王
七
十
七
代
の
帝み
か
ど
に
て｣

（
三
十
二
オ
）、

後ご
し
ら
か
ハ
ほ
う
わ
う
う
き
よ

白
川
法
王
浮
世
の
あ
だ
な
る
事こ
と

を
営
い
と
な
みて
、「
此こ
の
た
び
こ
く
わ
う

度
国
王
に

は
生む
ま

れ
た
る
と
い
へ
ど
も
、
生し
や
う
じ死

の
道み
ち

ハ
遁の
が

る
べ
か
ら
ず
」

と
思お
ぼ

し
召め
さ

れ
て
、
御
位
を
す
べ
ら
せ
給た
ま

ひ
て
、
伊い

せ勢
の
山や
ま
ぢ路

を
さ
し
て
御
出
あ
り
し
所と
こ
ろ、

む
か
ふ
よ
り
僧そ
う
ひ
と
り
き
た
り
た
ま

一
人
来
給
ふ

ゆ
へ｣

（
三
十
二
ウ
）、
法ほ
う
わ
う
ご
ら
ん

王
御
覧
あ
っ
て
、「
扨さ
て
お
ん
そ
う

御
僧
、
我わ
れ

ハ
仏ぶ
つ
ど
う道
に
深ふ
か

き
心こ
こ
ろ
ざ
し
の
御ご
ざ
そ
ろ

座
候
ゆ
へ
、
わ
れ
が
黒く
ろ
か
み髪
を

そ
つ
て
た
ま
へ
か
し
」
と
御
申
あ
り
け
れ
は
、
御お
ん
そ
う僧

の
申

さ
れ
候そ
ろ

に
は
、「
誠ま
こ
と

に
其そ
の
お
ん
こ
ゝ
ろ

御
心
ざ
し
ニ
候そ
う
ら
へ得

バ
、
髪か
み

を
そ
り

参ま
い

ら
せ
ん
」
と
て
、
や
が
て
白し
ら
か
ハ
ほ
う
わ
う

川
法
王
の
」（
三
十
三
オ
）

御お
ん
か
み髪

を
そ
り
落お
と

し
参ま
い

ら
せ
て
、「
何な
に
と
ぞ
ほ
う
み
よ
う

卒
法
名
を
御お
ん
つ
け
く
だ

附
下
さ
れ

候そ
ろ

や
」
と
御お
ん
も
う
し申あ
つ
て
、
御ご
ら
ん覧
な
さ
れ
候そ
ろ
と
こ
ろ処、
御お
ん
そ
う僧
ハ
見み

ヘ

給た
ま

ハ
す
ゆ
へ
、
又ま
た

ハ
、
山さ
ん
ち
う中
を
ば
御お
ん
た
づ
ね
い
ら

尋
入
せ
給た
ま

ふ
に
、
向む
か
うよ

り
、
老ら
う
じ
ん
き
た

人
来
り
し
を
御ご
ら
ん
あ
つ

覧
有
て
、
法ほ
う
わ
う王
か
の
老ら
う
じ
ん人
に
尋た
づ
ねた
ま

へ
バ
、
老ら
う
じ
ん人｣

（
三
十
三
ウ
）
答こ
た
へて

い
わ
く
、「
今い
ま
わ
が
か
み

我
髪
を
そ

り
給
ふ
ハ
。
是こ
れ

よ
り
紀き
し
う
な
ち
さ
ん

州
那
智
山
に
御お
ん
こ
も
り籠

な
さ
れ
候そ
う
ら

へ
バ
、

か
な
ら
ず
御お
ん

あ
ひ
給た
ま

ふ
べ
し
」
と
御お
ん
も
う
し申な

が
ら
、
又
、
か
き

け
す
や
う
に
失う
せ
た
ま給
ふ
な
り
。
是
こ
れ
す
な
ハ
ち
則
、
天て
い
し
よ
う
だ
い
じ
ん

照
太
神
な
り
。
法ほ
う
わ
う王

ハ
い
よ

く
有あ
り

が
た
く
思お
ぼ

し
召め
し

て｣

（
三
十
四
オ
）、
熊く
ま
の野
へ

急い
そ

ぎ
給た
ま

ふ
と
こ
ろ
、
程ほ
ど

な
く
熊く
ま
の野
へ
御お
ん
ち
や
く着あ
つ
て
、
那な

ち智
山

に
千せ
ん
に
ち日
之
間あ
い
だも
御お
ん
こ
も
り
あ
つ

籠
有
て
、
満ま
ん
ぐ
ハ
ん願之
と
き
、
権ご
ん
げ
ん
あ
ら
ハ

現
顕
れ
た
ま

い
て
、「
法ほ
う
わ
う王

の
御お
ん
こ
こ
ろ心

ざ
し
あ
ま
り
深ふ
か

き
に
よ
り
て
、
山
に

ま
じ
わ
り
て
、
御お
ん
か
み髪

を
そ
る
な
り
」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
バ｣

（
三
十
四
ウ
）、
法ほ
う
わ
う
が
た
く
あ
り

王
難
有
お
ぼ
し
召め
し

、
涙な
み
だを

流な
か

し
、
か
ん
る

い
を
な
が
し
て
、
法ほ
う
わ
う王
ハ
御お
ん
う
た
い
っ
し
ゅ
さ
る

歌
一
首
被レ遊あ
そ
ハ。

　

桜さ
く
らば
な
あ
だ
な
る
露つ
ゆ

と
ひ
と
つ
と
や

　
　

む
じ
や
う
の
風か
ぜ

を
た
れ
か
の
が
れ
ん｣

（
三
十
五
オ
）

権ご
ん
げ
ん現

の
御ご
へ
ん
か

返
歌
に
、

　

さ
く
ら
花ば
な

あ
た
な
る
露つ
ゆ

と
な
か
む
れ
ば

　
　

は
な
ハ
ち
り
て
も
ま
た
も
咲さ
き

な
む

其そ
の
と
き時
、
法ほ
う
わ
う王
ハ
御ご

へ
ん
歌か

を
御お
ん
う
け請
な
が
ら｣

（
三
十
五
ウ
）、

「
末ま
つ
せ世
の
衆し
ゆ
じ
や
う生を
何な
に

と
し
て
救す
く
うふ
べ
き
や
。
御お
ん
つ
げ告
ま
し
ま
せ
」

と
御お
ん
も
う
し
あ
り

申
有
け
れ
バ
、
権ご
ん
げ
ん現
の
仰お
ふ
せ
け
る
に
は
、「
衆
し
ゆ
じ
よ
う
た
す
く

生
助
べ
き

道み
ち

ハ
、
西さ
い
こ
く
さ
ん
じ
う
さ
ん
し
よ
じ
ゆ
ん
れ
い

國
三
拾
三
所
順
禮
を
一
度
す
れ
バ
、
功く
ど
く徳

の
義ぎ
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ハ
廣く
ハ
う
だ
い大
む
へ
ん
な
り
」
と
御お
も
う
し
あ
り

申
有
け
れ
バ
、
法ほ
う
わ
う王
な
を
さ

らが
た
く難

レ有あ
り
い
と
な
み
営
て｣

（
三
十
六
オ
）、
夫そ
れ

よ
り
衆し
ゆ
じ
や
う生
の
も
の
共
へ
、

西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
礼
の
事こ
と

を
万ま
ん
み
ん民

に
至い
た

る
迄ま
で

、
此こ
の
こ
と事

を
き
ゝ
傳つ
た

へ
て
、

お
い

く
、
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

國
順
礼
の
と
も
が
ら
、
数あ
ま
た
い
で

多
出
る
も
の
あ
る

也な
り

と
申も
う
すな

り
。

右み
き

之
通と
お
り

の
事こ
と

ゆ
へ
、
唯た
ゞ

う
た
が
わ
ず
し
て
、
観く
わ
ん
ぜ
お
ん

世
音
を

信し
ん
じ
ん心
す
れ
ば
、
其そ
の
こ
う
と
く

廣
徳
の
義き

ハ
申も
う
す
す不レ
及お
よ
バ。
去さ
り

な
が
ら
、
必
か
な
ら
ず

う
た
が
ふ
べ｣

（
三
十
六
ウ
）
か
ら
ず
。
一ひ
と
つ
し
ん
じ
ん

信
心
に
も
い
ろ

く
あ
り
。
上じ
ゃ
う
き氣

と
あ
さ
氣き

と
深ふ
か
き氣

と
、
下け
こ
ん根

と
上じ
や
う
こ
ん根

と

真し
ん
じ
つ実

と
、
そ
れ

く
我わ
が
こ
こ
ろ心に

應お
ふ

ず
る
も
の
故ゆ
へ

、
よ
く

く
考
か
ん
が
へ

て
た
ん
す
べ
し
。

一
、
花く
わ
さ
ん
い
ん
ほ
う
わ
う

山
院
法
王
の
御ご
び
よ
う
し
よ

廟
所
を
書か
き
い
だ出
ス
也な
り｣
（
三
十
七
オ
）。

前ぜ
ん
も
ん文
、
花く
わ
さ
ん
ゐ
ん
ほ
う
わ
う
さ
い
こ
く
し
ゆ
ん
は
い

山
院
法
王
西
國
順
拝
之
後の
ち

、
営
い
と
な
みに
は
、
津つ

之

国く
に
な
か
や
ま
で
ら

中
山
寺
と
播は
り
ま磨
国
清き
よ
み
つ
で
ら

水
寺
と
の
間あ
い
だ、
道ど
う
ち
う
す
じ

中
筋
、
足あ
し
と
お遠
き

場ば
し
よ所
に
て
、
物も
の
ご
と事
に
ふ
じ
う
な
る
よ
し
を
御
さ
と
し
さ
れ被レ遊あ
そ
バ

し
て
、
此こ
の
み
ち
の
り
じ
う
り

道
法
十
里
ば
か
り
あ
る
也
。
然し
か

ル
に
、
法ほ
う
わ
う
お
ほ
し
め
し

王
思
召

に
、
上う
へ
だ田

の
宿し
く｣

（
三
十
七
ウ
）
よ
り
五ご
じ
う
ち
よ
き
た

十
町
北
へ
入い
り
こ
む込

、

尼に
じ
む
ら

寺
村
と
申
も
う
す
と
こ
ろ

所
ニ
山や
ま
あ
り有

け
る
。
此こ
の
や
ま山

ハ
、
町ま
ち

の
ぼ
り
、
峯み
ね

に
花く
わ
さ
ん
い
ん
ほ
う
わ
う

山
院
法
王
の
一い
ち
う宇
を
建た
え

て
、
御
お
ん
こ
も
り
さ
れ
籠
被レ遊あ
そ
バ
そ
ろ候
て
、
其そ
の
み
ぎ
り砌

に
、
附
つ
き
つ
き
に
よ
く
ハ
ん
な
ど
あ
り

々
女
官
抔
在レ之こ
れ
そ
う
ら候へ
共ど
も

、
法ほ
う
わ
う王
と
同
ど
う
ど
う
も
う
し
お
ん
と
も
い
た
し
そ
う
ろ

道
申
御
供
致
候

て
、
御お
ん
や
ま山
へ
登の
ぼ
りり
候そ
う
ろ
こ
と事を
か
た
く
禁
い
ま
し
めめ
ら
れ
け
る
ゆ
へ
、
せ

ん
」（
三
十
八
オ
）
か
た
な
く
麓ふ
も
と

に
下く
だ

ら
れ
け
る
。
夫そ
れ
ゆ
へ故

、

八は
つ
ち
よ
ふ
も
と

町
麓
の
所と
こ
ろ

に
、
一い
ち
う宇

の
草そ
う
あ
ん庵

を
ば
建た
て

ら
れ
て
、
女に
よ
く
ハ
ん
た
ち

官
達

ハ
此こ
の
と
こ
ろ所

に
て
、
皆み
な

く々
尼あ
ま

と
な
り
給た
ま

ふ
に
よ
り
、
此こ
の
と
こ
ろ所

を

尼に
じ
む
ら

寺
村
と
い
ふ
な
り
。
扨さ
て

、
法ほ
う
わ
う王

ハ
佛ぶ
つ
が
ん眼

と
都つ
が
う
し
う
さ
ん
に
ん

合
十
三
人
、

西さ
い
こ
く
れ
い
じ
や
う

国
霊
場
を
廻め
ぐ

り
給た
ま

ふ
。
事こ
と

ニ
付つ
き

て
、
じ
よ
く
悪あ
く

の
」

（
三
十
八
ウ
）
衆し
ゆ
じ
よ
う生
め
つ
ざ
い
の
功く
ど
く徳
ハ
、
是こ
れ

に
過す
き

ざ
る
ハ

な
し
。
末ま
つ
せ世

は
く
ふ
く
の
輩と
も
が
ら
け
ど
う

化
導
の
爲た
め

に
、
一い
ち
ど
さ
ん
け
い
べ
く

度
参
詣
可レ
致い
た
す

と
の
御お
ん
つ
げ告

な
り
。
是こ
れ

に
よ
つ
て
、
中な
か
や
ま山

、
清き
よ
み
づ
で
ら

水
寺
の
道み
ち
す
じ筋

の

ま
ん
中な
か

を
撰ゑ
ら
みて

、
摂せ
つ
し
う
さ
ん
だ

州
三
田
よ
り
五ご
し
う
ち
よ
き
た

拾
町
北
に
、
花く
わ
さ
ん
ほ
う
わ
う

山
法
王

み
づ
か
ら
、
一い
ち
う宇
」（
三
十
九
オ
）
御お
ん
た
て
た
ま

建
給
ふ
と
申
な
り
。

摂せ
つ
の
く
に
あ
り
ま
こ
ほ
り
に
し
む
ら

津
国
有
馬
郡
尼
寺
村
、
東と
う
く
ハ
う
ざ
ん
ぼ
だ
い
じ

光
山
菩
提
寺
。

右み
き

之
所と
こ
ろ、
今い
ま

に
至い
た

る
迄ま
て

、
花く
わ
さ
ん
ほ
う
わ
う

山
法
王
の
御ご
び
や
う
し
よ

廟
所
あ
り
。
又ま
た

、

み
さ
ゝ
き
も
あ
る
也な
り

。
此こ
の

わ
け
知し

る
人ひ
と

ハ
す
く
な
し
。
但た
だ

し
、
因い
ん｣

（
三
十
九
ウ
）
縁ゑ
ん

を
ば
知
る
人ひ
と

ハ
、
右み
ぎ
ご
び
よ
う
し
よ

御
廟
所
へ

参さ
ん
け
い
ず
い
た
さ

詣
不
致
レ

と
い
ふ
事こ
と

、
有あ
る

べ
か
ら
ず
と
申も
う
し、

且か
つ

、
西さ
い
こ
く
じ
ゆ
ん
れ
い

国
順
礼

を
致い
た

す
人ひ
と

ハ
、
別べ
つ

し
て
、
参さ
ん
け
い詣

の
い
た
さ
で
ハ
相あ
い
な
ら
ず
そ
ろ

不
成
候
。

尤も
つ
と
も、
西さ
い
こ
く国
の
元ぐ
ハ
ん
そ
う
く
わ
さ
ん
い
ん
ほ
う
わ
う
な
る
ゆ
へ

祖
花
山
院
法
王
成
故
、
猶な
を
さ
ら更
、
拝は
い
さ
ん参
せ
ず
ん

『西国三拾三所由来』について
―解説並びに翻刻―

（20）
－191－



バ
有あ
る

べ
か
ら
ず
。
依
レ之

よ
つ
て
こ
れ、

知し

ら
し
む
る
者も
の
な
り也｣

（
四
十
オ
）。

△
中な
か
や
ま
で
ら

山
寺
よ
り
△
三さ
ん
た
ま
で
ご
り

田
迄
五
里
。　

△
同
よ
り
尼に
じ
む
ら
ま
で

寺
村
迄
五
十
丁
。

△
同
よ
り
御ご
び
よ
う
し
よ
ま
で

廟
所
迄
八
町
。　
　
△
同
よ
り
小お
の
む
ら

野
村
迄
八
町
。

△
同
よ
り
井い
ざ
わ
む
ら
ま
て

沢
村
迄
一
里
。　
　
△
同
よ
り
播は
り
ま
き
よ
み
づ
ま
で

磨
清
水
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
里
半
あ
る
な
り
」（
四
十
ウ
）。

元
治
元
甲
子
歳

　
　
　
　

四
月
吉
祥
日
寫

　
　
　
　
　
　
　

中
原
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
持　
　
　
　

｣

（
四
十
一
オ
）

　
　
　

京
衣
棚
夷
川
上
ル
町

　
　
　
　
　
　

井
筒
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
藏　
　

｣

（
四
十
一
ウ
）

（
注
）

（
１
）　
「
御
に
う
め
て
」
は
「
御
入
滅
し
て
」
の
意
か
。

（
２
）　
「
同ど
う

う
ら
」
は
「
内
裏
」
の
誤
り
か
。

（
３
）　
「
入い
れ

か
く
」
は
「
入に
ふ
か
く覚
」
と
あ
る
べ
き
か
。
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稲　垣　泰　一

Saigoku Sanjusansho Yurai

Taiichi Inagaki

This paper explores the origins of the manuscript entitled 
Saigoku Sanjusansho Yurai  (33 temples featuring a statue of 
Avalokitesvara in western Japan) dating from the year 1864, 
the first year of the era of Genji in the final years of the Edo 
period. Along with a simple interpretation of the meaning of 
this volume, an introduction to the facsimile edition is added.

Saigoku Sanjusansho  details in one volume the how and 
why of the pilgrimage to the Thirty-three Holy Places of 
Kannon (the Goddess of Mercy) in western Japan. A synopsis 
thereof is provided in 20 pages where the special features of 
this work are considered.

This was written and read by a religious association and is 
thought to have been referred to by those who carried it with 
them during pilgrimages.


